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序『
梧
竹
堂
書
話』
(
以
下
『
書
話』
と
略
記
す
る)
は
、
中
林
梧
竹
(
文
政
十
年
―
大
正
二
年
、1827
―1913)
が
残
し
た
書
論
で
あ
る
。
海
老
塚
的
傳
え
び
づ
か
て
き
で
ん(
明
治
十
五
年
―
昭
和
三
九
年
、1882
―1964)
が
、
梧
竹
の
孫
娘
橋
本
き
み
子
か
ら
借
り
出
し
た
梧
竹
の
遺
稿
中
よ
り
、
長
短
凡
そ
五
十
条
の
漢
文
で
書
か
れ
た
草
稿
を
発
見
、
梅
園
方
竹
の
協
力
を
得
て
整
理
編
集
し
、『
梧
竹
堂
書
話』
と
標
題
し
て
、
晩
翠
軒
か
ら
昭
和
六
年
に
印
行
し
た
。
草
稿
の
発
見
か
ら
出
版
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
野
俊
顕
著
『
新
編
梧
竹
堂
書
話』
(
木
耳
社
、
二
〇
〇
一
年)
の
｢
解
説｣
に
詳
し
い
。
梧
竹
の
手
書
き
草
稿
は
戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
的
傳
が
梧
竹
の
手
書
き
草
稿
か
ら
｢
西
東
書
房
の
孫
娘
の
養
子｣
に
筆
写
さ
せ
た
写
本
(｢
的
傳
写
本｣)
が
あ
り
、
現
在
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
印
は
、｢
梧
竹
の
会｣
(
代
表
、
日
野
俊
顕
氏)
の
｢
会
報｣
の
第
10
号
(
一
九
九
八
年
一
月)
か
ら
第
33
号
(
二
〇
〇
三
年
十
月)
に
掲
載
さ
れ
た
『
梧
竹
堂
書
話
訳
解』
(｢
編
集
部｣
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
野
俊
顕
氏
の
仕
事)
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
晩
翠
軒
刊
本
を
底
本
と
す
る
が
、｢
的
傳
写
本｣
を
も
併
せ
参
照
し
た
。(
日
野
俊
顕
著
前
掲
書
は
、｢
的
傳
写
本
は
お
そ
ら
く
晩
翠
軒
本
発
刊
後
に
作
ら
れ
た
も
の
か
と
考
え
ま
す｣
と
い
う)
。
梅
園
方
竹
は
、『
書
話』
の
｢
跋｣
で
、｢
梧
竹
堂
書
話
一
册
も
、
亦
た
同
氏
(
海
老
塚
的
傳)
の
秘
笈
に
係
る｣
と
言
い
、｢
句く
讀とう
訓
點
く
ん
て
ん
は
、
皆
な
一
に
翁
の
手
本
に
從
ふ
の
み｣
と
書
い
て
い
る
。｢
翁｣
は
梧
竹
を
指
し
、｢
手
本｣
は
こ
こ
で
は
手
書
き
の
冊
子
の
意
と
理
解
し
て
よ
い
。
｢
翁
の
手
本｣
の
語
を
文
字
通
り
受
け
と
れ
ば
、｢
句
讀
訓
點｣
は
梧
竹
が
自
ら
付
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
｢
句
讀
訓
點｣
に
従
っ
て
訓
読
す
る
の
が
、
梧
竹
に
対
す
る
礼
儀
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
敢
て
改
め
読
む
こ
と
と
す
る※
。
※
｢
句く
讀とう
訓
點
く
ん
て
ん｣
は
、
句
の
切
れ
目
と
読
み
の
切
れ
目
に
打
つ
点
(
句
点
・
読
点)
、
及
び
訓
点
。
訓
点
は
、
漢
文
(
漢
字
の
み
で
表
記
さ
れ
た
中
国
語
の
文
語
文)
を
訓
読
く
ん
ど
く
(
日
本
の
文
語
文
に
遂
語
的
に
訳
読
す
る
こ
と)
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
処
置
で
、
返
り
点
と
送
り
仮
名
。
返
り
点
は
、
日
本
語
と
語
順
の
異
な
る
漢
文
を
日
本
語
の
語
順
に
な
る
よ
う
に
指
示
す
る
レ
点
、
一
・
二
点
、
上
・
中
・
下
点
な
ど
の
記
号
。
送
り
仮
名
は
、
日
本
語
に
特
有
の
格
(
主
格
や
目
的
格
・
所
有
格
な
ど)
を
示
す
｢
テ
、
ニ
、
ヲ
、
一
中
林
梧
竹
の
書
論
―｢
無
法
而
有
法｣
の
書
法
論
―
内
村
嘉
秀
ハ｣
の
助
詞
や
、
動
詞
・
助
動
詞
・
形
容
詞
の
用
言
に
当
る
語
に
適
宜
に
附
加
し
た
活
用
語
尾
な
ど
。
送
り
仮
名
は
、
仮
名
交
り
文
(
書
き
下
し
文)
の
国
語
表
記
の
通
り
に
施
す
の
が
原
則
で
あ
ろ
う
が
、
明
確
な
規
則
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
送
り
仮
名
は
、
人
に
よ
っ
て
は
覚
書
て
い
ど
に
施
す
こ
と
も
あ
っ
た
。『
書
話』
に
は
送
り
仮
名
を
施
し
て
い
な
い
所
も
あ
る
。
本
稿
は
、
日
本
の
文
語
文
と
し
て
不
自
然
に
な
ら
な
い
よ
う
に
施
し
た
。
筆
者
は
、
本
紀
要
に
、｢
中
林
梧
竹
の
書
論
―
風
神
の
美
に
つ
い
て
―｣
(
第
二
九
号
、
平
成
八
年)
、｢
同
―
書
作
理
念
と
『
書
話』
再
構
成
の
構
想
―｣
(
第
三
一
号
、
平
成
十
年)
、｢
同
―
『
心
藝』
論
に
つ
い
て
―｣
(
第
三
五
号
、
平
成
十
四
年)
を
発
表
し
た
。
ま
た
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育』
第
39
号
(
全
国
漢
文
教
育
学
会
、
二
〇
〇
四
年)
に
｢
中
林
梧
竹
の
書
論
と
そ
の
特
質
―
『
心
藝』
論
に
即
し
て
―｣
を
、『
筆
禅』
第
28
号
(
寺
山
旦
中
主
宰
・
筆
禅
会
会
誌
、
平
成
十
八
年)
に
｢
中
林
梧
竹
の
書
法
観｣
を
寄
稿
し
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
論
考
を
ふ
ま
え
つ
つ
、｢
書
法｣
に
関
す
る
梧
竹
の
考
え
方
を
整
理
し
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
る
。
論
の
骨
子
は
、『
筆
禅』
誌
に
寄
稿
し
た
論
考
に
ま
と
め
て
あ
る
。
ま
た
、
語
釈
・
語
法
を
含
め
た
訳
解
に
関
し
て
は
、
日
本
武
道
館
発
行
の
月
刊
『
書
写
書
道』
誌
に
、
平
成
十
八
年
四
月
号
か
ら
連
載
中
(
現
在
第
三
十
九
則
ま
で
終
了)
の
｢『
梧
竹
堂
書
話』
訳
解｣
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
書
話』
は
、
体
系
的
に
論
述
さ
れ
た
書
論
で
は
な
い
。
書
に
関
す
る
梧
竹
の
見
解
を
輯
録
し
た
も
の
で
、
一
種
の
語
録
と
見
な
し
て
よ
い
著
作
で
あ
る
。『
論
語』
や
『
老
子』
な
ど
の
語
録
に
は
、
開
巻
第
一
章
に
最
も
重
要
な
文
章
が
お
か
れ
て
い
る
。『
書
話』
も
同
様
に
、
第
一
則
に
｢
書
法｣
に
関
す
る
梧
竹
の
考
え
を
総
括
し
た
次
の
文
が
お
か
れ
て
い
る
。
○
凡
ソ書
ニ無
キレ
法

ハ
、
固
ヨ
リ不
ルレ
足
ラレ
論
ズ
ル
ニ也
。
有
リ
テ
レ
法
而
囿
セ
ラ
ル
ル
二
於
法
ニ一

モ
、
亦
タ
未
ダ
ル
レ
可ナ
ラ
也
。
自
リ
シ
テ
二
有
法
一
而
歸
シ二
於
無
法
ニ一
、
無
法ニ
シ
テ而
モ
有
リレ
法
、
所
謂
ル
ニ
シ
テ而

ス
ル
、
是
ヲ
爲
スレ
上
ト
。
｢

而

｣
は
、『
周
易』
・｢

辞
伝
下｣
の
｢
ニ
シ
テ而

スレ
之
ヲ｣
を
ふ
ま
え
る
。｢
｣
は
、
万
物
を
生
々
化
育
し
て
や
ま
な
い
｢
道｣
の
は
た
ら
き
の
霊
妙
不
可
思
議
さ
を
示
す
語
。｢
是こ
れ
を
上
と
爲な
す｣
は
、
こ
こ
に
書
法
の
究
極
が
あ
る
と
す
る
判
断
を
示
す
。
第
一
則
の
、
書
法
に
関
す
る
梧
竹
の
見
解
を
定
式
化
し
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
無
法
⇒
有
法
⇒
無
法
(
無
法
ニ
シ
テ而
モ
有
リレ
法)
こ
れ
は
、｢
無
法
に
し
て
、
而しか
も
法
有
り｣
と
い
う
書
法
の
究
極
に
至
る
道
筋
(
プ
ロ
セ
ス)
を
提
示
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
。
他
則
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
書
法
に
関
す
る
見
解
は
、
挙
げ
て
こ
の
第
一
則
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
第
一
則
が
、
梧
竹
の
書
法
に
関
す
る
総
論
と
言
っ
て
よ
い
。
よ
っ
て
、
第
一
則
の
解
釈
を
論
述
の
柱
と
す
る
。
一
｢
有
法｣
第
一
則
は
、
ま
ず
冒
頭
で
、｢
凡およ
そ
書
に
法
無
き

は
、
固もと
よ
り
論
ず
る
に
足た
ら
ざ
る
な
り｣
と
断
定
す
る
。｢
書
に
法
無
き
｣
は
、
書
法
に
適かな
っ
て
い
な
い
我
流
が
り
ゅ
う
の
書
を
い
う
。｢
固もと
よ
り｣
は
、
誰
も
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
納
得
し
て
い
二
る
筈
で
あ
っ
て
、
改
め
て
取
り
上
げ
る
ま
で
も
な
い
と
す
る
気
持
ち
を
表
す
。
｢
論
ず
る
に
足
ら
ず｣
は
、
論
評
す
る
ま
で
も
な
く
、
問
題
外
で
あ
る
の
意
を
示
す
。
書
法
を
無
視
し
て
書
か
れ
た
自
己
流
の
書
は
、
改
め
て
論
評
す
る
ま
で
も
な
く
、
評
価
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、｢
法｣
は
書
法
、
即
ち
立
派
な
文
字
を
書
く
た
め
の
方
法
・
法
則
・
技
法
を
い
い
、
執
筆
し
っ
ぴ
つ
・
運
筆
・
用
筆
に
関
す
る
も
の
、
点
画
の
間
架
か
ん
か
結
構
け
っ
こ
う
や
文
字
の
配
列
構
成
に
関
す
る
章
法
等
々
が
あ
る
。
書
法
に
適かな
っ
て
い
る
書
で
あ
っ
て
こ
そ
、
評
価
の
対
象
と
な
り
う
る
。
そ
れ
故
、
書
法
を
修
得
し
、
書
法
に
習
熟
す
る
こ
と
が
、
学
書
の
第
一
の
課
題
と
な
る
。
第
二
則
に
、
学
書
の
理
念
を
説
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
○
有
リ二
秦
・

之
書
一
、
有
リ二
魏
・
晉
之
書
一
、
有
リ二
唐
・
宋
之
書
一
、
有
リ二
元
・
明
之
書
一
。
本
源
ハ
雖
モレ
一
ト
、
流

不
レ
同
ジ
カ
ラ。

ツ
テ
二
時
代
ヲ一
變
―

シ
、
隨
ツ
テ
二
人

ニ一
推
―
移
ス
。
故
ニ
能
ク
學
ブレ
書
ヲ

ハ
、
自
リ
シ
テ
レ
而
明
、
自
リ
シ
テ
レ
明
而
元
、
自
リ
シ
テ
レ
元
而
宋
、
乃
―
至

・
秦
・
周
ト
、
溯
リ二
其
ノ
流
ヲ一
、
究
メ二
其
ノ
源
ヲ一
、
串
―二
穿
シ

代
ヲ一
、
鑪(
鑢) (
１)
―二
錘
シ
百
家
ヲ一
、
鍛
―
	
鉗
―


シ
、

シ
テ
二
腐

ヲ一
而
爲
シ二
(
新) (
２)
奇
ト一
、
開
キ二
一
家
之
生
面
ヲ一
、
創
ム
二
百
代
之
新
風
ヲ一
。
其
レ
如
ク
ニ
シ
テ
レ
此
ノ
、
而
ル
後
ニ
書

之
能
事
終
ル
矣
。
｢
一
家
の
生
面
せ
い
め
ん
を
開
き
、
百
代
ひ
ゃ
く
だ
い
の
新
風
を
創はじ
む｣
、
そ
れ
を
実
現
し
え
て
こ
そ
｢
書

の
能
事｣
は
｢
終
る｣
の
だ
と
説
く
。｢
書

ノ
能
事
終
ル
矣｣
は
、
晋
・
衛えい
夫
人
の
作
と
し
て
伝
わ
る
｢
筆
陣
図
ひ
つ
じ
ん
ず｣
に
、｢
…
…
斬
ニ

ミレ
妙
ニ
、
書

畢
ル
矣｣
と
あ
り
、『
周
易』
・｢

辞
伝
上｣
に
｢
天
下
ノ
能
事
畢
ル
矣｣
と
あ
る
を
ふ
ま
え
る
。
｢
能
事
の
う
じ｣
は
現
実
に
為
し
う
る
(
能
力
の
範
囲
内
の)
事
柄
を
意
味
す
る
が
、
意
義
の
あ
る
事
柄
で
あ
れ
ば
、｢
汝
為
し
う
る
が
故
に
為
す
べ
し｣
と
す
る
要
請
か
ら
当
為
性
が
付
与
さ
れ
て
、｢
為
す
べ
き
事｣
の
意
が
含
ま
れ
て
く
る
。
梧
竹
は
｢
其
の
流
な
が
れ
を
溯
さ
か
の
ぼり
、
其
の
源
を
究きは
め
、

代
れ
き
だ
い
を
串
–
穿
く
わ
ん
せ
ん
し
、
百
家
ひ
ゃ
く
か
を
鑪ろ
(
鑢)
―
錘すい
し
、
鍛たん
―
	
鉗
れ
ん
け
ん
―


つ
い
し｣
と
、
歴
代
の
名
跡
(
古
典)
の
書
法
を
あ
ま
ね
く
修
得
す
べ
く
徹
底
的
に
鍛
錬
せ
よ
と
説
く
。
技
法
は
、
鍛
錬
し
な
い
こ
と
に
は
修
得
で
き
な
い
。
本
物
の
技
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
徹
底
的
に
鍛
錬
し
ぬ
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
○
張
芝
ハ
臨
ン
デ
レ
池
ニ
、
池
水
盡
ク
黒
シ(
(
３)
里)
。
智
永
ハ
閉
シ
テ
レ
戸
ヲ
、
敗
筆
滿
ツレ
瓮
ニ
。
故
ニ
書
ニ
ハ有
ル
モ
二
學
ビ
テ而
不
ルレ
成
ラ
之
項
藉(
籍)
一
、
無
シ二
不
シ
テレ
學
バ
而
成
ル
之
羲
・
獻
一
。
所
―三
以
ナ
リ要
ス
ル
二
努
力
ヲ一
也
。(
第
二
十
一
則)
○
非ザ
レ
バ
レ
禿
―二
盡ス
ル
ニ千
兎
之
毫
ヲ一
、
不
ルレ
能
ハレ
成
ス二
一
家
之
書
ヲ一
也
。(
第
二
十
二
則)
｢
一
家
の
書
を
成
す｣
は
、
北
宋
の
欧
陽
脩
が
｢
學
書
は
當まさ
に
自
み
づ
か
ら
一
家
い
っ
か
の
體たい
を
成
す
べ
し
。
其
れ
他
人
を
模
倣
も
ほ
う
す
る
、
之これ
を
奴
書
ど
し
ょ
と
謂い
ふ｣ (
４)
と
説
い
て
以
来
、
書
道
の
基
本
的
理
念
と
な
っ
て
き
た
。
欧
陽
脩
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
、
｢
因よ
り
て
萬
事
に
皆
な
法
有
る
を
知
る
。
楊
子
云
ふ
、
木
を
斷き
り
て
棋き
を
爲つく
り
、
革かわ
を

け
ず
り
て
鞠
け
ま
り
を
爲
る
と
。
亦ま
た
皆
な
法
有
り
て
、
豈そ
れ
正まさ
し
く
此これ
を
得
た
る
か｣ (５)
。
古
典
に
は
、
そ
の
古
典
特
有
の
表
現
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
特
有
の
書
法
が
あ
る
。
歴
代
の
古
典
の
表
現
を
理
解
し
、
そ
の
書
法
を
学
び
と
る
こ
と
が
、
書
に
お
い
て
は
表
現
活
動
の
基
礎
(
土
台)
と
な
る
。
歴
代
の
古
典
の
書
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
古
典
に
共
通
す
る
理
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
法
の
普
遍
的
な
理
は
、
言
語
表
現
に
お
け
る
文
法
の
よ
う
な
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
。
書
法
を
修
得
せ
ず
に
我
流
に
書
き
散
ら
か
し
た
文
字
は
、
文
法
を
無
視
し
た
言
語
表
現
に
似
て
、
書
と
し
て
は
鑑
賞
す
る
に
値
せ
ず
、
評
価
の
対
象
と
は
な
ら
三
な
い
。｢
凡
そ
書
に
法
無
き

は
、
固
よ
り
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り｣
は
、
そ
の
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
言
葉
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
｢
有
リ
テレ
法
而
囿
セ
ラ
ル
ル
二
於
法
ニ一
｣
歴
代
の
古
典
の
表
現
を
理
解
し
、
そ
の
表
現
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
書
法
を
修
得
す
る
こ
と
が
、
書
に
お
い
て
は
表
現
活
動
の
基
礎
と
な
る
。
し
か
し
、｢
法
有
り
て
法
に
囿いう
せ
ら
る
る

も
、
未いま
だ
可か
な
ら
ず｣
、
即
ち
書
法
に
適
っ
て
い
て
も
、
書
法
に
執とら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
書
は
駄
目
だ
、
と
梧
竹
は
言
う
。
｢
囿イウ｣
は
柵
を
め
ぐ
ら
せ
て
囲かこ
い
し
た
苑にわ
を
意
味
し
、
動
詞
で
囲
い
す
る
・
限
る
意
と
な
る
。｢
可｣
は
、
通
常
は
｢
可
シレ

ツ｣
等
、｢
話
し
手
自
身
の
意
図
す
る
行
為
を
表
わ
す
詞
を
つ
け
加
え｣
て
、
そ
れ
が
｢
可｣
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
助
字
で
あ
る
が
、
単
独
で
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
―
―
例
え
ば
『
論
語』
・｢
学
而
第
一｣
の
｢
子
貢
曰いは
く
、
貧まず
し
く
し
て
諂
へ
つ
ら
ふ
こ
と
無
く
、
富と
み
て
驕おご
る
こ
と
無
き
は
、
何
如
い
か
ん
。
子
曰
く
、
可
な
り
。
未いま
だ
貧
し
く
し
て

を
樂
し
み
、
富
み
て
禮れい
を
好
む

に
は
若し
か
ざ
る
な
り｣
―
―
は
、｢
ま
あ
ま
あ
そ
れ
で
よ
か
ろ
う
、
そ
れ
で
も
か
ま
わ
な
い｣
と
、
話
し
手
の
判
断
を
示
す
語
で
あ
る
(
６)
。
た
だ
優
・
良
・
可
・
不
可
の
評
価
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
で
差
し
つ
か
え
な
い
(
何
と
か
許
さ
れ
る)
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
っ
て(７)
、
そ
れ
故
そ
の
否
定
形
の
｢
不
可｣
は
、
と
て
も
認
め
ら
れ
な
い
と
、
強
く
否
定
す
る
判
断
を
示
す
。
で
は
、｢
法
に
囿
せ
ら
る
る｣
書
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
書
を
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
七
則
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○
今
之
書
家
、
開
ケ
バレ
口
ヲ
則
チ
曰
ク
、
書
ハ
心
藝
也
ト
。
書
之
爲
ル
コ
ト
二
心
藝
一
、
固
ヨ
リ無
シレ
論
矣
。
然
レ
ド
モ心
藝
豈
ニ
容
易
ナ
ラ
ン哉
。
葢
シ
以
テ二
己
之
體
・
様
ヲ一
、
寫
ス二
己
之
心

ヲ一
、
是
レ
心
藝
也
。
書
シ
テ
二
千
字
ヲ一
、
而
千
字
如
ク
レ
一ノ
、
書
シ
テ
二
萬
字
ヲ一
、
而
萬
字
如
シ
レ
一ノ
。
世
人
以
テ
爲
スレ
妙
ト
。
然
レ
ド
モ是
レ
腕
指
之
巧
而
巳
。
非
ザ
ル
二
心
藝
ニ一
也
。
｢
一
の
如ごと
し｣
は
、
一
定
の
用
筆
法
に
法
っ
て
全
く
破
綻
は
た
ん
を
き
た
さ
な
い
書
き
ぶ
り
を
意
味
し
て
い
る
。
一
千
字
・
一
万
字
が
始
め
か
ら
終
り
ま
で
、
全
く
破
綻
を
き
た
す
こ
と
な
く
書
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
技
法
力
(｢
巧｣)
は
絶
妙
と
言
っ
て
よ
く
、
世
間
の
人
た
ち
が
｢
妙
す
ば
ら
し
い
｣
と
賞
讃
す
る
の
も
当
然
と
言
っ
て
よ
い
が
、
梧
竹
は
｢
是こ
れ
腕
指
わ
ん
し
の
巧こう
の
み｣
と
切
り
棄
て
る
。
第
八
則
に
、
○
指
轉
ズ
ル
レ
筆
ヲ

ハ
下
也
。
腕
轉
ズ
ル
レ
筆
ヲ
者
ハ
上
也
。
未
ルレ ダ
如
二 カ
心
轉
ズ
ル
レ
筆
ヲ

ニ一
也
。
指
轉
ズ
ル
レ
筆
ヲ

ハ
、
不
レ ル

ギ二
指
端
之
藝
一 ニ
也
。
腕
轉
ズ
ル
レ
筆
ヲ

ハ

メ
リ矣
。
然レ
ド
モ猶
ホ
腕
頭
之
藝
而
巳
。
心
轉
ジレ
筆
ヲ
、
然
ル
後
ニ
始
メ
テ可
キレ
稱
ス二
心
藝
ト一
也
。
と
あ
る
。｢
腕
指
の
巧｣
は
、｢
指
端
の
藝｣
と
｢
腕
頭
の
藝｣
と
を
一
括
ひ
と
く
く
り
に
し
た
語
で
、｢
心
藝｣
に
対
置
さ
れ
る
藝わざ
を
い
う
(｢
巧｣
も
｢
藝｣
も
、
技
巧
・
技
藝
の
意)
。
｢
心
藝｣
は
、｢
心
筆
を
轉
ず｣
る
レ
ヴ
ェ
ル
の
用
筆
、
要
す
る
に
｢
無
心
む
し
ん｣
の
用
筆
を
い
う
。
対
す
る
｢
腕
指
の
巧｣
は
｢
有
心
う
し
ん｣
の
用
筆
を
い
う
(
８)
。
江
戸
時
代
の
禅
僧
沢
庵
宗
彭
た
く
あ
ん
そ
う
ほ
う(1573
〜1645)
が
、
将
軍
家
指
南
役
の
柳
生
宗
や
ぎ
ゅ
う
む
ね
矩のり
(1571
〜1646)
に
剣
禅
一
如
の
理
を
説
い
て
与
え
た
書
に
、『
不
動
智
神
妙
録』
が
あ
る
(
９)
。
沢
庵
は
｢
何
事
に
付
て
も
其
事
に
心
の
止
る｣
(｢
無
明
住
地
煩
悩｣
P.
91) (
)
こ
と
を
厳
し
く
否
定
し
、
次
の
よ
う
に
説
く
。｢
物
に
心
が
止
り
候
へ
ば
、
い
ろ
い
ろ
の
分
別
が
胸
に
候
間
、
胸
の
内
に
色
々
に
動
き
候
。
止
れ
ば
止
る
心
は
動
き
て
も
う
ご
か
ぬ
に
て
候｣
(｢
諸
佛
不
動
智｣
P.
95
〜
97)
。｢
止
る
心｣
は
、
四
｢氷
の
如
く
に｣
・｢
何
ぞ
お
も
ひ
詰
て｣
・｢
一
所
に
堅
り
一
事
に
と
ど
ま｣
っ
た
｢
妄
心｣
(｢
本
心
、
妄
心｣
P.
115
〜
117)
で
あ
り
、
ま
た
｢
何
事
に
て
も
一
方
へ
思
ひ
詰
る
所
あ
り
。
心
に
思
ふ
事
有
て
分
別
思
案
が
生
ず
る
程
に
、
有
心
の
心｣
(｢
有
心
之
心
、
無
心
之
心｣
P.
117)
で
あ
る
。
沢
庵
は
、｢
有
心
の
心｣
の
特
質
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。｢
一
所
に
定
り
留
り
た
る
心
は
、
自
由
に
働
ぬ
也
。
車
輪
堅
ら
ぬ
に
よ
り
て
廻
る
也
。
一
所
に
詰
り
た
ら
ば
廻
る
ま
じ
き
也
。
心
も
一
所
に
定
れ
ば
働
か
ぬ
も
の
也
。
心
中
に
何
ぞ
思
ふ
事
あ
ら
ば
、
人
の
云
事
を
も
聞
な
が
ら
聞
覚
へ
ざ
る
な
り
。
思
ふ
事
に
止
る
ゆ
へ
な
り
。
心
が
其
思
ふ
事
に
有
て
一
方
へ
片
寄
、
一
方
へ
片
寄
れ
ば
、
物
を
き
け
ど
も
き
こ
え
ず
、
見
れ
ど
も
見
へ
ざ
る
也
。
是
れ
心
に
物
有
故
也
。
有
と
は
留
思
ふ
事
が
有
也｣
(
同
右
、
P.
119)
と
。
も
の
に
執
わ
れ
て
、
自
由
な
働
き
に
欠
け
る
の
が
、｢
有
心
う
し
ん
の
心｣
の
特
質
で
あ
る
。
何
故
に
自
由
な
働
き
に
欠
け
る
の
か
。
沢
庵
は
次
の
よ
う
に
説
く
。｢
向
よ
り
切
太
刀
を
一
目
見
て
、
其
侭
に
そ
こ
に
て
合
ん
と
思
へ
ば
、
向
ふ
の
太
刀
に
其
侭
心
が
止
り
て
、
手
前
の
働
き
が
抜
候
て
、
向
の
人
に
切
ら
れ
候｣
(｢
無
明
住
地
煩
悩｣)
P.
91)
、｢
人
の
打
申
し
た
る
太
刀
に
心
が
止
り
候
へ
ば
、
間
が
出
來
候
。
其
間
に
手
前
の
働
ぬ
け
、
心
が
止
る
ゆ
へ
に
て
候｣
(｢
間
不
容
髪｣
P.
103)
、
そ
れ
故
｢
止
り
て
物
に
心
の
殘
る
事
を
嫌
申
候｣
(
同
右)
と
言
う
。｢
右
衛
門
と
呼
れ
て
、
を
っ
と
答
る｣
(｢
石
火
之
機｣
P.
107)
、｢
間
髪
か
ん
は
つ
を
容い
れ｣
ぬ
｢
石
火
せ
っ
か
の
機
は
た
ら
き
｣
が
失
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
｢
法
に
囿
せ
ら
る
る
｣
と
は
、
書
法
に
｢
心
が
止
り｣
、
執
わ
れ
て
い
る
書
を
い
う
。
こ
の
書
法
は
、
逸
脱
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
、
守
る
べ
き
規
範
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
書
法
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、(
書
法
に
照
ら
し
て
筆
鋒
の
は
た
き
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
を)
分
別
す
る
心
と
、(
分
別
さ
れ
る)
筆
鋒
の
は
た
ら
き
と
が
対
立
し
て
い
る
。
心
が
書
法
に
執
わ
れ
て
い
る
限
り
、
筆
は
一
定
の
枠
内
で
し
か
働
か
ず
、
そ
の
時
ど
き
の
心
の
う
ご
き
に
即
応
す
る
働
き
に
欠
け
る
。
そ
れ
で
は
手
本
通
り
の
書
、
千
遍
一
律
の
型
ご
と
の
書
は
書
け
て
も
、
型
ご
と
の
書
は
そ
の
時
ど
き
の
感
動
を
如
実
に
点
画
に
写
し
と
っ
て
い
く
｢
心
画
し
ん
が
(
心
の
画え)｣
と
し
て
の
書
で
は
な
い
。
第
七
則
に
既
引
の
文
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
○
韓
愈
曰
ク
、
往
時
張
旭
善
ク
ス
二
草
書
ヲ一
。
喜
怒
窘
窮
、
憂
悲
愉
快
、
怨
恨
思
慕
、
酣
醉
無
聊
不

、
有
レ
バ
レ
動
ク二
於
心
ニ一
、
必
ズ
於
テ二
草
書
ニ一
焉
發
スレ
之
ヲ
。
故
ニ
旭
之
字
ハ
、
變
―
動ス
ル
コ
ト
ホク二
鬼

ノ一
、
不
ル
ナ
リ
レ
可
カ
ラ
二
端
倪
ス一
。
其
レ
如ク
ニ
シ
テ
レ
此
ノ
而
ル
後
ニ
始
メ
テ
可
キレ
稱
ス二
心
藝
ト一
也
。
梧
竹
は
右
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
さ
ら
に
続
け
て
現
今
の
書
家
の
｢
古
人
の
體
・

(
ス
タ
イ
ル)｣
を
模
倣
す
る
だ
け
の
書
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
○
今
之
書
家
ハ
、
多
ク
ハ依
リ
テ
レ
體
ニ
而
書
スレ
體
ヲ
。
是
レ
古
人
之
體ニ
シ
テ而
非
ザ
ル
二
己
之
體
ニ一
也
。
依
リ
テ
レ

ニ
而
書
スレ

ヲ
。
是
レ
古
人
之
ニ
シ
テ而
非
ザ
ル
二
己
之

ニ一
也
。
非
ザ
ルレ
出
ズ
ル
ニ
二
於
己
之
心

ヨ
リ
一
也
。
結
構
ハ
雖
モレ
妙
ト
、
不
ルレ

ギ二
腕
指
之
巧
ニ一
也
。
何
ゾ
有
ラ
ン
三
於
爲
ス
コ
ト
二
心
藝
ト一
哉
。
梧
竹
は
｢
心
藝｣
を
、｢
己
お
の
れ
の
體

た
い
や
う
を
以
て
、
己
の
心

し
ん
じ
ゃ
う
を
寫
す
、
是
れ
心
藝
な
り｣
と
規
定
す
る
。｢
體｣
は
一
定
の
用
筆
法
と
結
構
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
字
の
形
体
、｢
｣
は
一
定
の
章
法
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
文
字
群
の
あ
り
様よう
を
意
味
す
る
か
ら
、｢
體
・
｣
は
書
(
作
品)
の
｢
か
た
ち
(
物
質
的
あ
り
よ
う
の
総
体)｣
―
―
た
だ
し
、
作
者
の
個
性
的
な
表
現
技
法
・
作
法
さ
く
ほ
う
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
｢
か
た
ち｣
―
―
を
意
味
す
る
(
	)
。
日
野
俊
顕
著
『
新
編
梧
竹
堂
書
話』
五
は
、｢
体
様｣
に
｢
ス
タ
イ
ル｣
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
い
る
。
第
六
則
に
、
○
學
ブ

ハ
直
ダ
シ
當
ニ下
以
テ二
自
家
之
性

ヲ一
、
書
ス中
自
家
之
字
ヲ上
。
不
レ
バ
レ
然
ラ
則
チ
雖
モレ
謂
フ
ト
下

リ二
鍾
・
芝
之

ニ一
、奪
フ
ト中
羲
・
獻
之
眞
ヲ上
、
優
孟
之
衣
冠
而
巳
。
不
ルレ
足
ラレ
貴
ブ
ニ也
。
と
言
う
。｢
己
の
體
・
｣
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
｢
己
の
性
｣
を
盛も
る
べ
き
｢
器
う
つ
わ｣
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
古
典
の
書
法
を
学
び
と
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
｢
変
化｣
さ
せ
て
｢
己
の
體
・
様｣
を
創
出
・
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
、
学
書
の
目
標
と
な
る
(
)
。
創
出
し
た
｢
己
の
體
・

を
以もち
ひ
て
(
駆
使
し
て)｣
、
い
ま
・
こ
こ
の
｢
己
の
心
｣
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
文
字
に
｢
写うつ
し
と
っ
て
い
く｣
、
そ
こ
に
｢
心
画｣
で
あ
る
｢
自
家
の
字｣
(
他
人
の
模ま
倣ね
で
な
い
自
分
自
身
の
書)
が
う
ま
れ
る
。
そ
れ
が
表
現
と
し
て
の
書
で
あ
り
、
そ
れ
を
成
立
さ
せ
る
｢
藝わざ｣
が
、
｢
心
藝｣
で
あ
る
。
第
十
二
則
で
は
、｢
文
字
の
原
(
み
な
も
と)
｣
は
｢
感
動｣
に
あ
る
が
、
感
動
は
喜
・
怒
・
哀
・
楽
等
一
様
で
は
な
い
、
そ
れ
故
感
動
を
点
画
に
こ
め
た
書
も
亦
た
同
一
で
は
あ
り
え
な
い
、
そ
こ
に
書
の
表
現
の
｢
妙
(
す
ば
ら
し
さ)
｣
の
根
拠
が
あ
る
と
説
い
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
○
無ク
シ
テ
レ
感
ズ
ル
二
於
中
ニ一
而
書
ス
。
故
ニ
字
ニ
無
シ二


之
寓
ス
ル
一
。
苟シ
ク
モ無
ケ
レ
バ
二


之
寓ス
ル一
、
則
チ
與
二
鉛
版
石
印
一
、
何
ゾ

バ
ン哉
。
雖
モレ
工
ト
不
ルレ
足
ラレ
稱ス
ル
ニ也
。
｢
鉛
版
石
印｣
は
、
鉛
合
金
の
活
字
に
よ
っ
て
活
版
印
刷
さ
れ
た
文
字
と
石
版
印
刷
の
文
字
で
、
千
遍
一
律
の
型
ご
と
の
書
を
比
喩
す
る
。
書
法
に
習
熟
す
れ
ば
巧
妙
な
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
い
く
ら
巧
妙
で
あ
っ
て
も
、｢
法
に
囿
せ
ら
る
る｣
書
は
、
未
だ
(
充
全
な
意
味
で)
表
現
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
故
書
法
へ
の
執
わ
れ
を
脱
し
て
、
よ
り
高
次
の
世
界
へ
と
入
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。三
｢
自
リ
シ
テ
二
有
法
一
而
歸
ス二
於
無
法
ニ一｣
(
一)
｢
妙
機｣
に
つ
い
て
第
十
六
則
は
、
書
法
に
は
｢
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
法｣
と
｢
伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
法｣
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
○
有
リ二
可
キレ
傳
フ
之
法
一
。
有
リ二
不
ルレ
可カ
ラレ
傳
フ
之
法
一
。
不
ルレ
可カ
ラレ
傳
フ

ハ
、
其
ノ
妙
機
也
。
可
キレ
傳
フ

ハ
、
其
ノ
糟
魄
也
。
撥
鐙
・
懸
腕
之
	
、
釵
股
・
印
泥
之
屬
ハ
、
皆
古
人
之
糟
魄
ナ
リ矣
。
可
キレ
傳
フ
之
法
ニ
シ
テ而
非
ザ
ル
二
不
ルレ
可
カ
ラレ
傳
フ
之
法
ニ一
也
。
至リ
テ
ハ
二
其
ノ
妙
機
ニ一
、
則
チ
得
テ二
之
ヲ於
手
ニ一
、
應
ズ
ル
二
於
心
ニ一
而
巳
。
父
モ
以
テ
不
レ
可
カ
ラレ
傳
フレ
子
ニ
、
子
モ
以
テ
不
ルレ
可
カ
ラ
レ
受
クレ
父
ニ
也
。
以
テレ
不
ル
ヲ
レ
可
カ
ラレ
受
ク
受
ケ
、
以
テレ
不
ル
ヲ
レ
可
カ
ラ
レ
傳
フ
傳フ
ル
ハ、
只
ダ
在
ル二
學
ブ

之
悟
入
ニ一
而
巳
矣
。
｢
傳
ふ
可
き
法｣
は
、｢
撥
鐙
は
つ
と
う
・
懸
腕
け
ん
わ
ん
の
	
た
ぐ
ひ
、
釵
股
さ
い
こ
・
印
泥
い
ん
で
い
の
屬ぞく｣
で
、
梧
竹
は
そ
れ
を
｢
糟
魄
そ
う
は
く｣
と
す
る
。｢
撥
鐙｣
は
執
筆
法
、｢
懸
腕｣
は
腕
法
、｢(
折)
釵
股｣
・｢(
印)
印
泥｣
は
用
筆
法
の
秘
訣
に
関
す
る
用
語
、｢
糟
魄｣
は
酒
を
搾しぼ
っ
た
後
に
残
る
酒
粕
さ
け
か
す
(
魄ハク
は
粕ハク
の
仮
借
字)
で
、
精
髄
(
エ
ッ
セ
ン
ス)
が
失
わ
れ
た
形
骸
を
比
喩
す
る
。
精
髄
(
エ
ッ
セ
ン
ス)
に
相
当
す
る
も
の
が
、｢
妙
機｣
で
あ
る
。
｢
妙
機｣
は
｢
傳
ふ
可
か
ら
ざ
る
法｣
で
、｢
之これ
を
手
に
得
て
、
心
に
應
ず｣
る
底てい
の
、
た
だ
書
を
学
ぶ
者
が
｢
悟
入｣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
体
認
し
う
る
機
用
(
は
た
ら
き)
で
あ
る
。｢
之
を
手
に
得
て
、
心
に
應
ず｣
は
、『
荘
子』
外
篇
｢
天
道
第
十
三｣
の
｢
桓
公
・
輪
扁
問
答｣
に
見
え
る
句
で
、
手
に
感
得
し
た
も
の
を
瞬
時
に
ウ
ン
と
得
心
す
る
、
技
の
呼
吸
を
い
う
。
六
｢
其
ノ
妙
機｣
・｢
其
ノ
糟
魄｣
の
｢
其｣
は
、｢
法｣
を
受
け
る
。｢
其
の
妙
機｣
は
書〇
法〇
の〇
｢
妙
機｣
、｢
其
の
糟
魄｣
は
書〇
法〇
の〇
｢
糟
魄｣
で
、
従
っ
て
｢
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
書
法｣
と
｢
伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
書
法｣
の
、
性
質
を
異
に
す
る
二
種
類
の
書
法
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
は
な
い
。
伝
達
可
能
な
書
法
は
｢
妙
機｣
を
欠
い
た
形
骸
で
、
書
法
の
精
髄
エ
ッ
セ
ン
ス
は
｢
妙
機｣
に
あ
り
、
そ
れ
は
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
｢
妙
機｣
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
も
っ
た
機
用
(
は
た
ら
き)
な
の
か
。｢
機｣
の
声
符
｢
幾キ｣
に
は
(
内
的
な
意
志
や
力
が
外
に
発
現
せ
ん
と
す
る)
き〇
ざ〇
し〇
の
義
が
あ
る
。
｢
機｣
は
｢
幾｣
の
語
義
を
含
ん
で
い
る
。｢
之
を
手
に
得
て
、
心
に
應
ず｣
は
、
微
妙
な
｢
幾
き
ざ
し｣
を
瞬
時
に
把
捉
し
、｢
間かん
髪はつ
を
容い
れ
ず｣
に
対
応
し
て
誤
ら
な
い
霊
妙
な
は
た
ら
き
を
意
味
す
る
。｢
妙
機｣
は
｢
分
別｣
意
識
が
お
こ
る
以
前
の
身
心
一
如
の
機
用
、
純
一
無
雑
な
い
の
ち
の
は
た
ら
き
と
言
っ
て
よ
い
。
禅
機
ぜ
ん
き
の
(
)
語
が
示
す
よ
う
に
、
禅
は
｢
機｣
を
重
視
す
る
。『
碧
巌
録
へ
き
が
ん
ろ
く』
第
二
十
六
則
｢
百
丈
奇
特
事｣
の
雪
竇
せ
っ
ち
ょ
う
の
｢
頌じゅ｣
に
、｢
電
光
石
火
、
機
変
き
へ
ん
を
存
す｣
と
あ
る
。
沢
庵
は
｢
分
別
に
止
ま
る
煩
悩｣
に
対
し
て
｢
止
ま
ら
ぬ
心｣
を
｢
不ふ
動
智
ど
う
ち｣ (
)
と
し
、｢
止
ら
ぬ
心
は
色
に
も
香
に
も
移
ら
ぬ
な
り
。
此
移
ら
ぬ
心
の
躰
を
神
と
も
い
わ
ゐ
仏
と
も
尊
び
、
禪
心
と
も
極
意
と
も
申
候
え
ど
、
思
案
し
て
後
に
云
出
し
候
へ
ば
、
金
言
妙
句
[
に
て
も]
住
地
煩
脳
【
悩
】に
て
候｣
(｢
石
火
之
機｣
P.
107)
と
説
く
。
た
と
え
ば
｢
右
衛
門
と
呼
れ
て
、
を
つ
と
答
る｣
(
同)
、｢
間
髪
を
容
れ｣
ぬ
｢
石
火
の
機
は
た
ら
き
｣
が
、｢
不
動
智｣
の
｢
神
妙｣
な
る
は
た
ら
き
で
あ
る
。
プ
デ
ィ
ン
グ
の
味
は
、
い
く
ら
言
葉
で
説
明
し
た
所
で
、
食
べ
て
み
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
(
)
。｢
妙
機｣
も
亦
た
、｢
悟
入｣
に
よ
っ
て
の
み
了
解
し
う
る
自
内
証
の
事
柄
に
属
す
る
。
品
物
や
知
識
は
伝
達
可
能
で
あ
る
が
、｢
妙
機｣
は
主
体
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
者
に
｢
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い｣
。
｢
妙
機｣
と
そ
の
特
質
が
右
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、｢
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
書
法｣
が
ど
の
よ
う
な
書
法
な
の
か
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。｢
撥
鐙
・
懸
腕
の

、
釵
股
・
印
泥
の
屬｣
は
、
規
範
と
し
て
対
象
化
さ
れ
て
概
念
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
書
法
と
し
て
よ
い
。
真
の
書
法
は
、｢
妙
機｣
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
自
在
な
筆
鋒
の
活
躍
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
概
念
的
に
理
解
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
現
に
生
き
て
は
た
ら
い
て
い
る
筆
鋒
の
活
躍
の
現
実
リ
ア
リ
テ
ィ
、『
荘
子』
流
に
言
え
ば
、
七
竅
し
ち
き
ょ
う
を
鑿うが
た
れ
る
以
前
の
、
生
き
た
る
｢
渾
沌
こ
ん
と
ん｣ (
)
で
あ
る
。
(
二)
｢
有
法｣
と｢
無
法｣
沢
庵
に
よ
れ
ば
、｢
不
動
智
の
位｣
は
｢
心
を
捨
て
き
っ
て｣
、｢
自
由｣
を
実
現
し
た
境
地
で
あ
る
。｢
位｣
は
境
地
・
境
涯
に
お
け
る
位
く
ら
い
と
理
解
し
て
よ
い
。
｢
此
稽
古
年
月
積
り
ぬ
れ
ば
、
心
を
何
方
へ
追
放
し
や
り
て
も
自
由
成
位
行
事
に
て
候｣
(｢
應
三
無
シ
テ
レ
所
レ
住
而
シ
テ生
ズ二
其
心
一｣
、
P.
123)
。
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。
｢
か
や
う
に
心
を
忘
れ
切
て
、
萬
の
こ
と
を
す
る
が
上
手
の
位
な
り
。
舞
を
ま
へ
ば
、
手
に
扇
を
取
、
足
を
ふ
む
。
其
手
足
を
能
く
せ
ん
、
舞
を
能
く
舞
ん
と
思
ひ
て
忘
れ
き
ら
ね
ば
、
上
手
と
は
不
被
申
候
。
い
ま
だ
手
足
に
止
ら
ば
、
業
は
面
白
か
る
ま
じ
。
悉
皆
心
を
捨
き
ら
ず
し
て
す
る
所
作
は
皆
悪
敷
候｣
(
同
、
P.
127)
。
｢
有
心
う
し
ん｣
は
｢
心
に
思
ふ
事
有
て
分
別
思
案
が
生
ず
る｣
心
、
対
し
て
｢
無
心｣
は
｢
事
に
堅
り
定
た
る
事
な
く
、
分
別
も
思
案
も
何
も
な
き
時
の
心
、
總
身
に
延
廣
り
て
全
躰
に
行
渡
る
心｣
(｢
有
心
之
心
、
無
心
之
心｣
、
P.
117)
、｢
ど
っ
こ
に
も
置
七
ぬ
心｣
(
同)
、｢
留
る
所
な
き｣
(
同
、
P.
119)
心
で
あ
る
。
心
を
｢
ど
っ
こ
に
も
置
か
ぬ｣
か
ら
、
そ
の
時
ど
き
の
必
要
に
応
じ
て
｢
自
由｣
に
は
た
ら
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
沢
庵
は
説
く
。
｢
然
則
ば
心
を
何
所
に
可
置
ぞ
。
我
答
曰
、
ど
っ
こ
に
も
な
く
、
ど
っ
こ
に
も
置
ね
ば
、
我
身
に
一
ぱ
い
に
行
わ
た
り
て
、
全
躰
身
に
延
ひ
ろ
ご
り
て
あ
る
程
に
、
手
の
入
時
は
手
の
用
を
か
な
へ
、
足
の
入
時
は
足
の
や
う
を
叶
へ
、
目
の
入
時
は
目
の
用
を
叶
へ
、
其
入
所

に
行
渡
り
て
有
程ほど
に
、
其
入
所
々
の
用
を
叶
ふ
る
也
。
万
一
も
し
一
所
に
定
て
心
を
置
な
ら
ば
、
一
所
に
と
ら
れ
て
用
は
欠
べ
き
也
。
思
案
す
れ
ば
思
案
に
取
ら
る
る
程
に
、
思
案
を
も
分
別
を
も
不
残
、
心
を
ば
總
身
に
捨
置
、
所
々
に
留
め
ず
し
て
、
其
所

に
有
て
用
を
ば
筈
[
外]
さ
ず
叶
ふ
べ
し
。
…
…
何
所
に
置
迚
思
な
け
れ
ば
、
心
は
全
躰
に
伸
ひ
ろ
ご
り
て
行
渡
り
て
有
も
の
也
。｣
(｢
心
之
置
所｣
、
P.
113
〜
115)
。
そ
れ
故
、｢
唯
一
所
に
止
ぬ
工
夫｣
が
全
て
｢
修
行｣
(
同
右
、
P.
115)
で
あ
っ
て
、｢
心
を
生
じ
て
其
事
を
し
な
が
ら
止
る
所
な
き
を
、
諸
道
の
名
人
と
申
也｣
(｢
應
三
無
シ
テ
レ
所
レ
住
而
シ
テ生
ズ二
其
心
一｣
、
P.
121)
と
説
く
。
沢
庵
の
『
不
動
智
神
妙
録』
・｢
有
心
之
心
、
無
心
之
心｣
の
説
く
と
こ
ろ
を
ふ
ま
え
て
言
え
ば
、｢
有
法
自
り
し
て
無
法
に
歸
し｣
の
｢
有
法｣
は
｢
有
心｣
の
書
法
、｢
無
法｣
は
｢
無
心｣
の
書
法
と
し
て
よ
い
。｢
心
に
思
ふ
事
有
り
て
分
別
思
案
が
生
ず｣
る
｢
有
心｣
で
は
、｢
自
由｣
な
は
た
ら
き
に
欠
け
る
。｢
此
の
無
心
の
心
に
能
成
ぬ
れ
ば
、
一
事
に
止
ら
ず
一
事
を
欠
ず
、
常
に
水
の
た
た
へ
た
る
や
う
に
し
て
、
此
の
身
に
有
て
用
の
向
時
出
叶
也
。
一
所
に
定
り
留
め
た
る
心
は
、
自
由
に
働
ぬ
也｣
(｢
有
心
之
心
、
無
心
之
心｣
、
P.
119)
。｢
無
心｣
で
あ
っ
て
こ
そ
、
｢
自
由｣
な
は
た
ら
き
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
故
、｢
有
心
の
位｣
を
脱
し
て
、
｢
自
由｣
な
る
｢
無
心
の
位｣
へ
と
入
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。｢
有
法｣
と
｢
無
法｣
の
ち
が
い
は
、｢
有
心｣
と
｢
無
心｣
の
ち
が
い
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
(
三)
｢
歸｣
に
つ
い
て
沢
庵
は
、｢
此
道
彼
道
様
々
に
候
へ
ど
も
、
極
所
は
落
着
候｣
と
説
く
(｢
諸
佛
・
不
動
智｣
、
P.
99)
。
ど
の
よ
う
な
｢
道｣
も
、｢
極
所｣
即
ち
極
意
ご
く
い
は
同
じ
で
あ
る
。
｢
不
動
智
の
位｣
が
即
ち
｢
極
所｣
で
あ
る
が
、
沢
庵
は
右
の
言
葉
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
｢
扨
初
心
の
住
地
よ
り
修
行
し
て
不
動
智
の
位
に
至
れ
ば
、
立
帰
て
住
地
の
初
・
心
の
位
へ
落
つ
く
子
細
御
入
候
。
…
…
。
如
是
不
自
由
成
事
を
日
を
重
ね
年
月
を
か
さ
ね
稽
古
す
れ
ば
、
後
は
身
の
構
も
、
太
刀
の
取
様
も
、
皆
心
に
な
く
成
て
、
唯
だ
最
初
の
何
も
知
ら
ぬ
何
も
な
き
時
の
や
う
也
。
是
初
と
終
と
同
じ
や
う
に
な
る
心
持
に
て
、
…
…
。
故
に
初
の
住
地
の
無
明
と
煩
悩
と
、
後
の
不
動
智
と
が
一
つ
に
成
っ
て
、
智
恵
働
の
分
は
失
て
(
せ
て)
、
無
心
無
念
の
位
に
・
・
落
着
申
候
。｣
(
同
右
、
P.
99
〜
101)
。
修
行
の
結
果
、
最
高
の
境
地
で
あ
る
｢
不
動
智
の
位｣
に
倒
達
す
れ
ば
、｢
初
心
の
位｣
と
｢
同
じ
や
う
に
な
る｣ (
)
。
如
何
な
る
点
が
、｢
同
じ
や
う
に
な
る｣
の
か
。｢
智
恵
働
の
分｣
が
｢
失
せ
て｣
無
い
点
に
お
い
て
、｢
不
動
智
の
位｣
は
｢
初
心
の
位｣
と
｢
同
じ
や
う
に
な
る｣
。｢
智
恵
働｣
と
は
即
ち｢
分
別
思
案｣
と
理
解
し
て
よ
い
。
沢
庵
が
説
く
｢
不
動
智
の
位
に
至
れ
ば
、
立
帰
っ
て
住
地
の
初
心
の
位
へ
落
つ
・
八
く
子
細｣
は
、｢
有
法
自
り
し
て
無
法
に
歸
す｣
に
重
な
っ
て
く
る
。｢
歸｣
は
｢
か
へ
る｣
、
も
と
あ
っ
た
場
所
や
状
態
に
も
ど
り
、
も
と
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
｢
も
と｣
に
は
、
以
前
と
い
う
義
と
共
に
、
根
本
・
根
元
の
義
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
で
｢
有
法
自
り
し
て
無
法
に
歸
す｣
と
は
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、｢
歸｣
に
は
ど
の
よ
う
な
(
思
想
的
な)
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
第
十
九
則
に
、
○
凡
ソ
書
ニ
有
リレ
夷
有
リレ
險
、
有
リレ
正
有
リレ
奇
。
夷
正
ノ

ハ
易
クレ
凡
ナ
リ
、
險
奇
ノ

ハ
易
シレ
怪
ナ
リ。
襄
陽
之
書
ハ

クレ
怪
ニ
、
文
敏
之
書
ハ

シレ
凡
ニ
。
皆
非
ザ
ル
二
至
レ
ル

ニ一
也
。
と
あ
る
。
襄
陽
じ
ょ
う
よ
う
は
、
出
身
地
に
因ちな
ん
で
北
宋
の
米

べ
い
ふ
つ(1051
〜1107)
を
い
う
。
文
敏
ぶ
ん
び
ん
は
元
の
趙
孟

ち
ょ
う
も
う
ふ
(1254
〜1322)
の
諡
お
く
り
な。｢
夷
正｣
・｢
險
奇｣
は
書
風
に
関
す
る
評
語
で
あ
る
が
、
書
風
は
(
書
き
ぶ
り
・
用
筆
法
を
技
法
的
基
盤
と
す
る)
作
風
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
作
風
の
特
徴
を
表
す
語
で
も
あ
る
と
し
て
よ
い
。
こ
の
第
十
九
則
を
承
け
て
、
次
の
第
二
十
則
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。
○
自リ
シ
テ
レ
夷
而
入
リレ
險
ニ
、
出
デ
テ
レ
險
ヲ
而
歸
スレ
夷
ニ
。
自リ
シ
テ
レ
正
而
入
リレ
奇
ニ
、
出
デ
テ
レ
奇
ヲ
而
歸
スレ
正
ニ
。
自
然
ニ
無
ク二
平
凡
之
憂
一
、
無
シ二
詭
怪
之
失
一
。
是
レ
書
之
大
成
也
。
梧
竹
は
、
本
当
に
完
成
さ
れ
た
｢
至
れ
る｣
書
は
、｢
平
凡
の
憂｣
も
｢
詭
怪
の
失｣
も
無
い
｢
夷
正｣
の
書
で
あ
る
と
説
き
、｢
書
の
大
成｣
に
い
た
る
道
筋
プ
ロ
セ
ス
を
次
の
よ
う
に
提
示
す
る
。
夷
正(
ａ)
⇒
険
奇
⇒
夷
正(
ｂ)
※
(
ａ)
(
ｂ)
を
付
し
て
区
別
し
た
。
こ
の
道
筋
プ
ロ
セ
ル
は
、
第
一
則
の
無
法(
ａ)
⇒
有
法
⇒
無
法(
ｂ)
に
重
な
る
と
理
解
し
て
よ
い
。
共
に
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
の
道
筋
で
、
Ｂ
↓
Ｃ
の
進
展
を
｢
歸｣
と
表
現
し
て
い
る
。
第
二
十
則
の
[
夷
正
(
ａ)
↓
険
奇
↓
夷
正
(
ｂ)]
の
説
は
、
次
に
示
す
唐
・
孫
過
庭
『
書
譜』
の
｢
三
時
さ
ん
じ
三
変
さ
ん
ぺ
ん｣
説
と
し
て
知
ら
れ
る
見
解
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
孫
過
庭
は
、｢
之
を
勉つと
め
て
已や
ま
ざ
る
に
、
抑
そ
も
そ
も
三
時
有
り
。
時
に
然
す
な
は
ち
一
變
い
っ
ぺ
ん
し
、
其
の
分ぶん
を
極きは
む｣
と
し
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
○
初
め
て
分
布
ぶ
ん
ぷ
を
學
ぶ
が
如
き
に
至あ
り
て
は
、
但た
だ

正
へ
い
せ
い
を
求
む
。

す
で
に
し
て

正
を
知さと
れ
ば
、
務つと
め
て
險

け
ん
ぜ
つ
を
	お
ふ
。

に
し
て
險
絶
を
能よ
く
す
れ
ば
、

正
に
復
歸
ふ
っ
き
す
(

)
。
｢

正｣
は
｢
夷
正｣
と
、｢
險
｣
は
｢
險
奇｣
と
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
孫
過
庭
は
、
更
に
｢
險
奇｣
か
ら
｢
一
變｣
し
た
｢

正
(
ｂ)｣
を
｢

會｣
の
段
階
と
し
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
○
初
め
は
未いま
だ

お
よ
ば
ず
と
謂おも
ひ
、
中
ご
ろ
は
則
す
な
は
ち
之
に
す
ぎ
、
後
に
乃
す
な
は
ち

會
つ
う
く
わ
い
す
。

會
の
際さい
は
、
人
と
書
と

と
も
に
老お
ゆ
。
｢
際｣
は
時
節
・
時
機
、｢
老｣
は
老
成
・
円
熟
。｢

會｣
は
、
書
法
の
全
般
に
通
達
・
通
暁
し
て
、
表
現
の
自
在
性
を
獲
得
す
る
こ
と
を
い
う
(
)
。
こ
こ
で
｢
險
｣
か
ら
｢

正
(
ｂ)｣
へ
の
進
展
が
、｢
復
歸｣
の
語
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
第
二
十
則
が
『
書
譜』
の
｢
三
時
三
変｣
説
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
第
二
十
則
の
｢
歸｣
は
｢
復
歸｣
の
省
略
と
考
え
て
よ
い
。
第
一
則
の
｢
歸｣
も
｢
復
歸｣
の
略
語
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
で
は
｢
復
歸｣
と
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
示
し
て
い
る
語
か
。
｢
復
歸｣
の
語
が
示
す
認
識
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、｢

正(
ｂ)｣
(｢
夷
正
(
ｂ)｣
、
九
｢無
法
(
ｂ)｣
も
含
め
て)
の
内
容
理
解
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
く
る
。
中
国
の
古
書
論
は
、
中
国
人
の
思
想
を
基
盤
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
古
書
論
は
、
書
と
い
う
表
現
の
理
論
に
即
し
て
中
国
人
の
思
想
・
価
値
観
を
表
明
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、｢
復
歸｣
の
語
の
意
味
も
、
中
国
の
伝
統
思
想
の
文
脈
に
お
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
｢
復
歸｣
は
、
道
家
思
想
―
特
に
『
老
子』
の
思
想
―
の
根
幹
に
か
か
わ
る
語
(
概
念
語)
で
あ
る
。『
老
子』
に
お
い
て
｢
復
歸｣
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
担にな
っ
て
い
る
語
で
あ
ろ
う
か
。『
老
子』
第
十
六
章
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○

き
ょ
を
致いた
す
こ
と
極きは
ま
り
、
靜せい
を
守
る
こ
と
篤あつ
け
れ
ば
、
萬
物
竝なら
び
作おこ
る
も
、
吾
は
以もつ
て
復かへ
る
を
觀み
る
。
夫
れ
物
の
芸
芸
う
ん
う
ん
た
る
、
各おの
お
の
其
の
根こん
に
復ふっ
―
歸き
す
。
根
に
歸かへ
る
を
靜せい
と
曰い
ひ
、
是これ
を
命めい
に
復かへ
る
と
謂
ふ
。
命
に
復
る
を
常
(
さ
だ
め)
と
曰
ひ
、
常
を
知
る
を
明めい
と
曰
ふ
。
常
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
妄
作
も
う
さ
し
て
凶
き
ょ
う
な
り
。
常
を
知
れ
ば
容
な
り
。
容
は
乃
す
な
わ
ち
公
、
公
は
乃
ち
王
な
り
。
王
は
乃
ち
天
、
天
は
乃
ち

な
り
。

は
乃
ち
久ひさ
し
。
身
を
お
う
る
ま
で
殆あや
ふ
か
ら
ず
。
｢
根｣
は
根
元
で
、｢
｣
を
指
示
す
る
。｢
復｣
は
｢
歸｣
と
同
義
で
、
か
え
る
。
｢
復
歸｣
は
同
義
の
語
を
重
ね
て
｢
か
え
る｣
意
を
明
確
に
し
た
熟
語
で
、
こ
の
｢
復｣
は
副
詞
の
｢
ま
た｣
の
義
(
い
み)
で
は
な
い
。
第
三
十
八
章
に
、｢
上
じ
ゃ
う
と
く
は
と
せ
ず
、
是ここ
を
以
て
あ
り｣
と
言
い
、
ま
た
｢
上
は
無む
爲ゐ
に
し
て
、
而しか
も
爲な
さ
ざ
る
無
し｣
と
言
う
。｢
無
爲
に
し
て
、
而
も
爲
さ
ざ
る
無
し｣
が
｢
上
｣
、
即
ち
最
上
の
徳
で
あ
る
の
は
、
第
三
十
七
章
に
○

は
常
に
無
爲
に
し
て
、
而
も
爲
さ
ざ
る
無
し
。
侯
王
若
こ
う
わ
う
も
し
能
く
之
を
守
ら
ば
、
萬
物
將まさ
に
自
お
の
づ
から

く
わ
せ
ん
と
す
。
と
あ
る
よ
う
に
、｢
無
爲
而
無
不
爲｣
が
｢
｣
の
常
(｢
不
変｣)
の
あ
り
方
・
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。｢
｣
の
あ
り
方
を
｢
能
く
守
り｣
、｢
｣
に
素
直
に
即
し
き
っ
て
｢
無
爲｣
で
あ
る
こ
と
が
、｢
上
｣
で
あ
る
。｢
｣
と
は
、
｢
｣
を
体
得
し
た
人
の
あ
り
さ
ま
を
い
う
語
(
)
。｢
上
｣
は
｢
｣
へ
｢
復
｣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。｢
復
帰｣
と
は
、
存
在
の
根
元
で
あ
る
｢
｣
に
立
ち
戻
り
、｢
｣
の
｢
無
	｣
の
は
た
ら
き
に
即
し
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
｢
復
｣
の
思
想
が
、『
老
子』
思
想
の
根
幹
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
、『
老
子』
に
お
い
て
、｢
｣
へ
の
｢
復
｣
の
道
筋
プ
ロ
セ
ス
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
か
、
検
討
し
て
み
る
。
第
二
十
八
章
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○
其
の
雄ゆう
を
知
り
、
其
の
雌し
を
守
れ
ば
、
天
下
の
谿たに
と
爲な
る
。
天
下
の
谿
と
爲
ら
ば
、
常
離
じ
ゃ
う
と
く
は
な
れ
ず
、
嬰
兒
え
い
じ
に
復
―
歸
す
。
其
の
白はく
を
知
り
、
其
の
こ
く
を
守
れ
ば
、
天
下
の
式しき
と
爲
る
。
天
下
の
式
と
爲
ら
ば
、
常


た
が
は
ず
、
無
極
に
復
―
歸
す
。
其
の
榮えい
を
知
り
、
其
の
辱
じ
ょ
く
を
守
れ
ば
、
天
下
の
谷
と
爲
る
。
天
下
の
谷
と
爲
ら
ば
、
常
乃
す
な
は
ち
足
り
て
、
樸ぼく
に
復
―
歸
す
。
｢
常
｣
は
、
変
質
す
る
こ
と
の
な
い
徳
。｢
嬰
兒｣
・｢
無
極｣
・｢
樸｣
は
、｢
｣
を
象
徴
す
る
語
と
考
え
て
よ
い
(
)
。
こ
こ
で
｢
嬰
兒｣
に
即
し
て
、｢
復
｣
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
て
み
る
。｢
嬰
兒｣
へ
の
｢
復
帰｣
は
、
次
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
。
｢
知
リ二
其
ノ
雄
ヲ一
、
守
ル二
其
ノ
雌
ヲ一｣
↓
｢
爲
リ二
天
下
ノ
谿
ト一
、
常
不
レ
離
レ｣
↓
｢
復
―二
歸ス
於
嬰
兒
ニ一｣
｢
其
の
雄
を
知
る｣
・｢
其
の
雌
を
守
る｣
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
。
こ
の
問
題
は
、『
老
子』
に
特
有
な
思
惟
(
の
方
法
・
型)
を
ど
う
と
ら
え
、
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
く
る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、
雌
と
雄
は
対
義
語
一
〇
で
あ
っ
て
、
雌
は
同
一
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
雄
と
相
対
す
る
。
し
か
し
｢
其
の
雄
を
知
る｣
は
、
雌
と
相
対
し
て
い
る
雄
に
つ
い
て
知
る
(
理
解
を
深
め
る)
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ま
た
｢
其
の
雌
を
守
る｣
も
、
雄
と
相
対
し
て
あ
る
雌
の
立
場
を
離
れ
な
い
と
い
う
の
で
も
な
い
。
第
二
章
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
○
有いう
無む
相あ
ひ
生
じ
、
難
易
な
ん
い
相
ひ
成
り
、
長
短
相
ひ
形
か
た
ち
し
、
高
下
相
ひ
傾
か
た
む
き
、
音おん
聲せい
相
ひ
和
し
、
前
後
相
ひ
隨
し
た
が
ふ
。
『
老
子』
は
、
こ
の
世
界
内
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
、
本
来
〈
相
依
相
待
そ
う
え
そ
う
た
い
〉(
相
互
に
支
え
合
っ
て
あ
る
こ
と)
の
相
関
関
係
の
も
と
に
あ
っ
て
、
調
和
し
て
あ
る
と
考
え
る
(
)
。
そ
れ
故
、
相
対
の
一
方
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
調
和
(
本
来
性)
を
破
る
あ
り
方
と
し
て
否
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
｢
其
の
雄
を
知
り
、
其
の
雌
を
守
る｣
は
、〈
相
依
相
待
〉
の
理
に
支
え
ら
れ
て
あ
る
｢
雌｣
の
立
場
を
守
る
と
い
う
意
味
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
対
者
と
の
関
係
を
、
対
立
で
は
な
く
、
〈
相
依
相
待
〉
と
い
う
道
理
と
し
て
自
覚
す
る
と
き
、
そ
の
自
覚
は
、
相
対
の
一
偏
に
執
わ
れ
た
状
況
を
脱
け
出
て
本
来
の
調
和
に
立
ち
戻
ろ
う
と
す
る
意
欲
・
は
た
ら
き
を
含
ん
で
い
る
。｢
守
る｣
べ
き
｢
雌｣
は
、｢
｣
の
あ
り
か
た
に
適
っ
た
｢
雌｣
で
あ
っ
て
(
)
、
雄
と
同
一
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
相
い
対
立
す
る
雌
で
は
な
い
。
相
対
を
(
内
に
包
ん
で)
越
え
出
た
｢
高
次
元
の
雌｣
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
)
。｢
高
次
元
の
雌｣
を
｢
守
る｣
こ
と
に
よ
っ
て
、｢
嬰
兒
に
復
歸
す｣
る
こ
と
が
実
現
さ
れ
る
。
以
上
の
｢
復
｣
の
論
理
構
造
を
概
念
図
を
以
て
示
せ
ば
、
上
図
の
よ
う
に
な
ろ
う
。｢
復
｣
は
、
〈
相
依
相
待
〉
の
道
理
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
相
対
〉
を
超
え
出
て
存
在
の
根
元
即
ち
｢
｣
と
の
一
体
化
を
実
現
す
る
運
動
(
超
越)
を
意
味
し
て
い
る
(
)
。『
書
譜』
の
｢
三
時
三
変｣
説
の
｢
復
｣
が
｢
険
｣
を
経
て
、
再
び
も
と
の
｢
	
正｣
に
立
ち
戻
る
こ
と
を
意
味
す
る
訳
で
は
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
(

)
。『
書
話』
第
二
十
則
の
、[
夷
正
(
ａ)
↓
険
奇
↓
夷
正
(
ｂ)]
も
、
亦
た
同
じ
と
考
え
て
よ
い
。
清
・
劉
熙
載
り
ゅ
う
き
さ
い
は
、『
書
概』
で
学
書
の
過
程
プ
ロ
セ
ル
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
○
書
を
學
ぶ

は
、
始はじ
め
は
工
な
ら
ざ
る
に
由よ
り
て
工
な
る
を
求
む
。
繼つ
い
で
工
な
る
に
由
り
て
不
工
を
求
む
。
不
工
な
る

は
、
工
の
極きは
み
な
り
。
莊
子
山
木
篇
に
曰いは
く
、

す
で
に
雕
ち
ょ
う
し

に

た
く
し
て
、
樸ぼく
に
復
歸
ふ
っ
き
す
、
と
。
善
き
か
な
。
｢
雕
チ
ョ
ウ｣
・｢

タ
ク｣
は
雕きざ
み
磨みが
く
意
で
、
人
工
を
加
え
る
こ
と
、｢
工｣
は
｢
巧｣
の
省
文
、
対
義
語
は
｢
拙｣
、｢
樸ボク｣
は
用
途
に
応
じ
て
製
材
す
る
以
前
の
荒
木
あ
ら
き
で
、
｢
自
然｣
を
象
徴
す
る
。｢
樸
に
復
歸
す｣
は
、『
老
子』
第
二
十
八
章
(
既
引)
に
初
出
す
る
句
。
劉
熙
載
は
｢
工｣
か
ら
｢
不
工
な
る
｣
へ
の
展
開
を
、｢
樸｣
へ
の
｢
復
｣
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
｢
不
工
な
る
｣
は
、『
老
子』
に
言
う
｢
大
巧｣
に
同
じ
と
し
て
よ
い
(
)
。
こ
こ
で
｢
不
工
な
る
｣
が
、｢
工
の
極
み｣
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。｢
工｣
は
、
書
法
に
習
熟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
劉
熙
載
は
、｢
樸｣
(
即
ち
｢
自
然｣)
へ
の
｢
復
｣
は
、
人
為
的
努
力
の
究
極
に
お
一
一
(相 対)
｢雌｣ ｢雄｣← →
〈相依相待〉の
理の自覚
〈雌〉
〈復帰〉
嬰兒 (常徳)
(
調
和)
｢
根｣
道 (自然)
い
て
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
○
書
は
當まさ
に
自
然
に

い
た
る
べ
し
。
蔡
中
郎
さ
い
ち
ゅ
う
ろ
う
は
但た
だ
書
は
自
然
に
肇はじ
ま
る
と
謂
ふ
の
み
。
此こ
れ
天
を
立
て
て
人
を
定
む
る
も
、
尚な
ほ
未いま
だ
人
に
由よ
り
て
天
に
復かへ
る
に

お
よ
ば
ざ
る
な
り
。
｢
天｣
は
｢
自
然｣
に
同
じ
。
後
漢
の
蔡

さ
い
ゆ
う
(｢
中
郎｣
は
官
職
名)
は
、｢
書
は
自
然
に
肇
ま
る｣
と
説
く
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
｢
自
然
に

い
た
る｣
の
か
を
示
し
て
い
な
い
。
劉
熙
載
は
、｢
人｣
即
ち
人
為
を
尽
す
こ
と
に
よ
っ
て
、｢
天
に
復
る｣
こ
と
を
説
く
。｢
人
に
由
り
て
天
に
復
る｣
は
、
儒
家
の
説
く
｢
天
人
合
一｣
の
主
張
と
理
解
し
て
よ
い
(
)
。
第
二
十
則
の
｢
夷
正
(
ｂ)｣
は
、『
書
譜』
の
｢

正
(
ｂ)｣
、
劉
熙
載
『
書
概』
の
｢
不
工
な
る
｣
と
重
ね
合
せ
て
理
解
し
て
よ
く
、
そ
の
本
質
的
な
特
質
は
、｢
自
然
に

い
た
っ
た｣
表
現
に
あ
る
。
四
｢
無
法ニ
シ
テ而
モ
有
リレ
法
、
所
謂
ル


而

ス
ル｣
(
一)
｢
書
法
の
第
一
義｣
と｢
廓
然
無
法｣
｢
法
無
き
｣
は
｢
固もと
よ
り
論
ず
る
に
足た｣
り
な
い
が
、｢
法
有
り
て
法
に
囿いう
せ
ら
る
る
｣
も
、｢
亦
た
未
だ
可
な
ら
ざ
る
な
り｣
と
否
定
さ
れ
、｢
有
法
自よ
り
し
て
無
法
に
歸
す｣
べ
し
と
説
か
れ
る
。
で
は
｢

る｣
べ
き
｢
無
法｣
と
は
、
ど
の
よ
う
な
書
法
を
い
う
の
か
。
第
十
四
則
は
、｢
書
法
の
第
一
義｣
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
○
或
ヒ
ト問
フ
、
如
何ナ
ル
カ是
レ
書
法
ノ
第
一
義
ト
。
曰
ク
、
廓
然
無
法
ト
。
曰
ク
、
然
ラ
バ則
チ
側
、
勒
、
弩
、
	
之


ハ
、
可
キ二
悉
ク
廢
ス一
乎
ト
。
曰
ク
、
離
婁
之
明
、
公

子
之
巧
モ
、
不
レ
バ
レ
以
ヒ二
規
矩
ヲ一
、
不ル
ナ
リ
ト
レ
能
ハレ
成
ス二
方
員
ヲ一
。
｢
廓
然
か
く
ね
ん｣
は
か
ら
り
と
し
て
(
心
に)
何
も
な
い
さ
ま
を
意
味
す
る
語
で
、｢
無
法｣
を
修
飾
す
る
。
梧
竹
は
、｢
書
法
の
第
一
義｣
を
｢
廓
然
無
法｣
と
提
示
し
た
上
で
、
し
か
し
｢
側そく
・
勒ろく
・
弩ど
・
	
て
き
の


た
ぐ
ひ｣
を
捨
て
去
っ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
と
説
く
。｢
側
・
勒
・
弩
・
	
の

｣
と
は
｢
永｣
字
を
構
成
し
て
い
る
点
画
が
示
す
八
種
類
の
用
筆
法
、
い
わ
ゆ
る
｢
永
字
八
法｣
(
図
参
照)
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
第
十
六
則
の
｢
撥
鐙
・
懸
腕
の


、
釵
股
・
印
泥
の
屬｣
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
て
き
て
い
る
書
法
を
象
徴
す
る
語
と
理
解
し
て
よ
い
。
梧
竹
は
｢
側
、
勒
、
弩
、
	
の

｣
を
、｢
規き
矩く｣
に
相
当
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
。｢
規｣
は
ぶ
ん
ま
わ
し
、
即
ち
円
(
員イン
は
圓エン
の
省
文)
を
描か
く
道
具
、
｢
矩｣
は
さ
し
が
ね
、
即
ち
直
角
・
直
線
を
か
く
道
具
で
、
離
婁
り
ろ
う
や
公
輸
子
こ
う
ゆ
し
と
い
え
ど
も
規
矩
を
用
い
な
け
れ
ば
正
確
な
円
や
四
角
形
を
描
け
な
い
と
言
う
。
即
ち
、
規
矩
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。｢
側
・
勒
・
弩
・
	
の

｣
の
書
法
は
、
第
十
六
則
で
は
｢
古
人
の
糟
魄｣
と
さ
れ
る
が
、
ど
う
で
も
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
何
故
に
｢
廓
然
無
法｣
が
｢
書
法
の
第
一
義｣
な
の
か
、｢
廓
然
無
法｣
と
｢
側
・
勒
・
弩
・
	
の

｣
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
本
則
は
、｢
達
磨
ダ
ル
マ
と
梁
の
武
帝
の
問
答｣
と
し
て
知
ら
れ
る
禅
の
公
案
を
ふ
ま
え
て
い
る
(｢
達
磨
と
梁
の
武
帝
の
問
答｣
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
著
『
中
国
禅
宗
史
話』
、
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
参
照)
。
本
則
を
的
確
に
理
解
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
公
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、『
碧
巌
録』
第
一
則
の
｢
本
則｣
か
ら
、
梧
竹
が
ふ
ま
え
た
部
分
を
書
き
下
し
文
で
示
す
。
梁
り
ゃ
う
の
武
帝
ぶ
て
い


大
師
だ
る
ま
た
い
し
に
問
ふ
、
如い
何か
な
る
か
是こ
れ
聖
諦
し
ょ
う
た
い
第
一
だ
い
い
ち
義ぎ
。

云い
ふ
、
廓
然
く
わ
く
ね
ん
無む
聖
し
ょ
う
。
｢
聖
諦｣
は
、
聖
な
る
真
理
即
ち
仏
法
を
指
す
。｢
第
一
義｣
は
根
本
的
な
真
理
。
圜
悟
え
ん
ご
の
｢
評
唱｣
に
、｢
真
諦
と
俗
諦
と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
聖
諦
第
一
義
で
あ
る
。
こ
の
理
解
は
経
論
を
重
視
す
る
人
た
ち
が
、
最
も
奥
深
く
玄
妙
な
真
理
と
し
て
尊
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
武
帝
は
こ
の
究
極
の
と
こ
ろ
を
も
ち
出
し
て
、
達
磨
に
質
問
し
た
の
だ｣
と
あ
る
。
武
帝
は
｢
経
論
を
重
視
す
る
人
た
ち｣
の
代
表
と
し
て
、｢
聖
諦
第
一
義｣
に
関
す
る
教
理
学
上
の
知
見
を
、
答
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
｢
本
来
無
一
物
ほ
ん
ら
い
む
い
つ
も
つ｣
を
標
榜
す
る
祖
師
禅
の
立
場
か
ら
は
、
知
見
は
こ
と
ば
に
よ
る
分
別
で
あ
り
、
第
二
義
的
な
事
柄
に
属
す
る
。
で
は
禅
宗
は
何
を
追
求
す
る
の
か
。
五
祖
弘
忍
こ
う
に
ん(601
〜674)
の
問
い
に
、
慧え
能のう
(638
〜713)
は
、｢
唯た
だ
仏
と
作な
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
餘よ
の
物
を
求
め
ず｣
と
答
え
る
。｢
仏｣
はbuddha
の
音
訳
で
、
義
訳
は
｢
覚
者｣
(
覚
っ
た
人)
。
奈
良
康
明
著『
仏
教
と
人
間』
(
東
京
書
籍
、
一
九
九
三
年)
に
よ
れ
ば
、｢
仏(
ブ
ッ
ダ)｣
と
は
｢
真
実
に
心
が
開
け
た
人｣
、｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ
、
そ
の
真
実
の
な
か
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
真
実
を
生
活
の
う
え
に
は
た
ら
か
せ
て
い
る
人｣
(
P.
157)
を
言
う
。
こ
こ
で
｢
真
実｣
と
は
、｢
私
た
ち
の
分
別
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
存
在
の
真
実
の
相
す
が
た
を
い
う｣
(
同
前)
。
禅
宗
は
、
一
切
の
分
別
を
払
拭
ふ
っ
し
ょ
く
し
て
(
空くう
じ
て)
｢
本
来
無
一
物｣
な
る
心
の
本
来
性
(｢
自
性
清
浄
心
じ
し
ょ
う
し
ょ
う
じ
ょ
う
し
ん
｣)
に
徹
し
、｢
仏
と
な
る
こ
と｣
を
希
求
す
る
。｢
廓
然
無
聖｣
と
い
う
達
磨
の
答
は
、
一
切
の
概
念
的
分
別
を
撥
無
し
て
、｢
聖
諦
第
一
義｣
の
｢
聖｣
の
影
さ
え
留
め
な
い
｢
無
一
物｣
の
心
に
な
り
き
る
こ
と
、
そ
の
心
に
お
い
て
｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ｣
と
一
つ
に
な
っ
て
、
私
た
ち
の
い
の
ち
を
純
一
に
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
｢
聖
諦
第
一
義｣
の
端
的
な
の
だ
、
と
す
る
禅
宗
の
立
場
を
宣
明
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
｢
廓
然｣
と
し
て
何
も
無
い
心
即
ち｢
無
心｣
は
、
慾
と
一
体
の
我
情
・
我
見
―
端
的
に
｢
我｣
が
脱
落
し
つ
く
し
た
｢
妄
想
も
う
ぞ
う
無
き
心｣
(『
菩
提
達
磨
無
心
論』)
で
も
あ
る
。
分
別
に
よ
る
こ
だ
わ
り
、
と
ら
わ
れ
(
)
の
な
い
柔
軟
な
心
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
い
の
ち
の
根
源
た
る
｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ｣
は
、
純
一
に
は
た
ら
き
出
す
。
そ
の
は。
た。
ら。
き。
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
｢
自
性
(
真
実
の
自
己)｣
に
他
な
ら
な
い
。
梧
竹
は
、｢
聖
諦
第
一
義｣
を
｢
書
法
第
一
義｣
に
、｢
廓
然
無
聖｣
を
｢
廓
然
無
法｣
に
置
き
換
え
、｢
書
法
の
第
一
義｣
を
｢
廓
然
無
法｣
と
提
示
し
た
上
で
、
し
か
し
｢
側
・
勒
・
弩
・

の
｣
を
捨
て
去
っ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
と
説
く
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
か
、
こ
こ
で
改
め
て
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
良
寛
(1758
―1831)
は
、
備
中
玉
島
の
円
通
寺
で
の
修
業
時
代
を
回
顧
し
て
憶
ふ
円
通
に
在
り
し
時
常
に
吾
が
道
の
孤
な
る
を
嘆
き
ぬ
柴まき
を
搬はこ
び
て
は

公
ほ
う
こ
う
を
憶
ひ
碓
を
踏ふ
ん
で
は
老
盧
ろ
う
ろ
を
思
ふ
と
詠
っ
て
い
る
(
入
矢
義
高
著
『
良
寛
詩
集』
、
講
談
社
、
昭
和
五
七
年
、P.91
一
三
参
照)
。

公
は
、
唐
時
代
の
禅
者

ほ
う
居こ
士じ
(

薀
？
〜808)
で
、｢
柴まき
を
搬はこ
び
て
は｣
は
、

居
士
が
石
頭
せ
き
と
う
禅
師
(700
〜791)
に
提
出
し
た
偈げ
に
、
わ
た
し
の
神
通
じ
ん
ず
う
と
妙
用
み
ょ
う
ゆ
う
は
何
か
と
言
え
ば
水
を
汲く
み
薪まき
を
運
ぶ
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。｢
無
心｣
の
は
た
ら
き
(｢
神
通
と
妙
用｣)
は
、
例
え
ば
｢
水
を
汲
み
ま
た
薪
を
運
ぶ｣
と
い
う
任
運
自
在
に
ん
ぬ
ん
じ
ざ
い
の
日
常
生
活
の
行
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
(
)
。
是
非
善
悪
の
分
別
の
世
界
が
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
あ
る
が
、｢
無
心｣
は
そ
の
相
対
差
別
の
分
別
に
即
し
て
は
た
ら
く
。｢
無
心｣
は
分
別
を
こ
え
て
い
る
が
、
そ
の
｢
無
分
別｣
の
は
た
ら
き
は
｢
分
別｣
の
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
｢
分
別｣
は
｢
無
心｣
以
前
の
分
別
と
同
じ
で
は
な
い
(
)
。
右
の

居
士
の
偈
に
照
ら
せ
ば
、
先
に
提
出
し
た
問
い
の
答
は
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
ろ
う
。｢
廓
然
無
法｣
と
｢
側
・
勒
・
弩
・

の
｣
は
、
同
一
の
次
元
に
あ
っ
て
対
立
矛
盾
す
る
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
。｢
廓
然
無
法｣
は｢
無
心｣
と
い
う
心
法
に
か
か
わ
る
は
た
ら
き
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
日
下
部
鳴
鶴
が
固
守
し
た
回
腕
法
な
ど
の
形けい
而じ
下か
の
次
元
に
あ
る
特
定
の
書
法
で
は
な
い
。
書
法
を
、
逸
脱
し
て
は
な
ら
な
い
規
範
と
受
け
と
め
て
運
用
し
て
い
る
段
階
は
、
ど
れ
ほ
ど
習
熟
し
た
と
し
て
も
、｢
有
心｣
の
次
元
の
｢
有
法｣
で
あ
る
。
書
法
へ
の
執
わ
れ
が
と
れ
て
、
ど
の
よ
う
に
書
く
か
に
｢
無
心｣
で
あ
り
得
て
こ
そ
、
身
に
つ
け
た
書
法
が
心
の
動
き
に
即
し
て
創
造
的
に
発
揮
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
故
｢
書
法
の
第
一
義｣
は
｢
廓
然
無
法｣
に
あ
り
、｢
廓
然
無
法｣
に
お
け
る
｢
妙
機｣
の
は
た
ら
き
に
、
書
法
の
精
髄
が
あ
る
。
｢
廓
然
無
法｣
は
、
概
念
化
さ
れ
て
、
規
範
と
し
て
意
識
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
書
法
で
は
な
い
。｢
無
心｣
の
は
た
ら
き
は
関
心
的
分
別
が
起
る
以
前
の
｢
無
分
別｣
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、｢
無
心｣
に
お
い
て
成
立
す
る
｢
妙
機｣
は
自
内
証
の
事
柄
で
、
他
者
に
伝
え
る
こ
と
も
他
者
か
ら
受
け
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
い
ま
・
こ
こ
の
｢
生
命
の
リ
ズ
ム(
)
｣
に
、
何
の
は
か
ら
い
も
な
く
乗
托
じ
ょ
う
た
く
し
つ
つ
、
そ
の
時
ど
き
の
感
動
を
如
実
に
写
し
と
っ
て
い
く
筆
鋒
の
活
躍
、
そ
こ
に
｢
廓
然
無
法｣
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
心
の
動
き
に
相
即
し
た
筆
鋒
の
活
躍
即
ち
｢
廓
然
無
法｣
を
、
梧
竹
は
ま
た
｢
心
藝
し
ん
げ
い｣
と
い
う
。｢
心
藝｣
と
は
、｢
無
心｣
の
｢
藝｣
の
意
で
、
こ
の
｢
藝｣
は
技
藝
(
わ
ざ)
の
義
で
あ
る
。
(
二)
｢
書

無
門｣
第
十
三
則
は
、｢
廓
然
無
法｣
を
別
の
観
点
か
ら
｢
書

無
門｣
と
提
示
す
る
。
○
書

無
門
、
而
シ
テ千
差
有
リレ
別
。
非
ザ
レ
バ
下
得
テ二
其
ノ
門
ヲ一
而
入
ル
ニ
上
、
則
チ
不
ルレ
能
ハレ
入
ル
也
。
｢
書

無
門｣
と
提
示
し
な
が
ら
、｢
其
の
門
を
得
て
入
る
に
非
ざ
れ
ば｣
と
説
く
の
は
何
故
か
。｢
其
の
門｣
と
は
如
何
な
る
｢
門｣
か
、｢
入
る｣
と
は
、
何
処
に
入
る
の
か
。｢
千
差
別
せ
ん
し
ゃ
べ
ち
有
り｣
と
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
的
確
に
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
本
則
を
理
解
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
本
則
は
、
禅
の
公
案
集
『
無
門
関』
の
編
者
、
無
門
慧
開
む
も
ん
え
か
い(1183
〜1260)
の
｢
自
序｣
の
、
次
の
｢
頌じゅ｣
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、｢
頌｣
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
大

無
門
大

だ
い
ど
う
は
無
門
む
も
ん
千
差
有
路
千
差
せ
ん
し
ゃ
路
有
り
	
得
此
關
此こ
の
關
く
わ
ん
を
	
と
う
得とく
す
れ
ば
乾
坤
獨
歩
乾
坤
(
て
ん
ち)
に
獨
歩
ど
っ
ぽ
せ
ん
一
四
｢
大
｣
は
、
悟
り
の
境
涯
を
比
喩
し
て
い
る
。｢
千
差
路
有
り｣
は
、
こ
の
｢
大
｣
へ
と
通
ず
る
無
数
の
異
な
っ
た
路みち
が
あ
る
の
意
。｢

得｣
は
透とお
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
意
で
、
こ
の
｢
得｣
は
動
詞
の
下
に
つ
け
て
可
能
(
で
き
る)
の
意
を
表
す
助
字
。｢
關｣
は
、
道
路
の
要
所
に
設
け
て
通
行
の
可
否
を
厳
し
く
吟
味
す
る
関
門
、
関
所
。｢
乾
坤
け
ん
こ
ん｣
は
天
地
の
別
名
、｢
獨
歩｣
は
他
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
獨
り
歩
む
自
立
し
た
境
涯(
)
を
い
う
。
｢
大

は
無
門｣
と
言
い
な
が
ら
、｢
此
の
關
を

得
す
れ
ば｣
と
も
言
う
。｢

得｣
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
｢
此
の
關｣
が
、
確
か
に
あ
る
の
だ
。
で
は
、
｢
此
の
關｣
は
如
何
な
る
｢
關｣
な
の
か
、
ま
た
｢
無
門｣
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
無
門
慧
開
の
｢
自
序｣
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
佛
語
心
ぶ
つ
ご
し
ん
を
宗
と
爲
し
、
無
門
を
法
門
ほ
う
も
ん
と
爲
す
。

す
で
に
是
れ
無
門
、
且さ
て
作そ
麼も
生さん
か

と
お
ら
ん
。
｢
佛
語
心
と
は
三
世
諸
仏
の
説
く
自
性
清
浄
心
を
い
う｣
(
西
村
恵
信
訳
注
『
無
門
関』
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
P.
14)
。｢
作
麼
生｣
は
｢
如
何
に
し
て
、
の
意｣
(
同)
。｢

に
是
れ
無
門
、
且さ
て
作
麼
生
か

と
お
ら
ん｣
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
｢
無
門｣
は
｢
門
無
し｣
の
意
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
則
の
無
門
慧
開
の
｢
評
唱｣
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
無
門
曰
く
、
參
禪
さ
ん
ぜ
ん
は
須
す
べ
か
ら
く
そ
師し
の
關
く
わ
ん
を

と
お
る
べ
し
。
妙
悟
み
ゃ
う
ご
は
心しん
路ろ
を
窮きは
め
て

ぜ
つ
せ
ん
こ
と
を
要やう
す
。
そ
關くわ
ん

ら
ず
、
心
路

ぜ
つ
せ
ず
ん
ば
、
盡
こ
と
ご
とく
是
れ
依
草
え
そ
う
附
木
ふ
ぼ
く
の
靈
せ
い
れ
い
な
ら
ん
。
且
し
ば
ら
く
い
へ
、
如
何
い
か
ん
が
是
れ

師
の
關
。
只た
だ
こ
の
一いっ
箇こ
の
無
字
、
乃
す
な
は
ち
宗
門
の
一
關
い
つ
く
わ
ん
な
り
。
	
つ
ひ
に
之
を
目なづ
け
て
禪
宗
ぜ
ん
し
ゅ
う
無む
門
關
も
ん
く
わ
んと
曰い
ふ
。

得


と
う
と
く
く
わ
す
る

は
、
但た
だ
親した
し
く
趙
州
に
見まみ
ゆ
る
の
み
に
非あら
ず
、
便
す
な
は
ち

代
れ
き
だ
い
の

師
と
手
を
把と
っ
て
共
に
行
き
、
眉
毛
厮
び
も
う
あ
ひ
結むす
ん
で
同
一
眼
ど
う
い
つ
げ
ん
に
見
、
同
一
耳
ど
う
い
つ
に
に
聞
く
可べ
し
、
豈あ
に
慶
快
け
い
く
わ
い
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

關
を
要
す
る
底てい
有
る
こ
と
莫な
し
や
。
｢

師
の
關｣
は
、｢
初
祖
達
磨
い
ら
い
禅
宗
を
伝
え
た
祖
師
た
ち
が
、
学
人
を
禅
の
玄
旨
に
導
く
た
め
に
、
設
け
た
関
門｣
(
同
前
、
P.
24)
、｢
宗
門
の
一
關｣
は
｢
禅
の
究
極
の
一
関｣
(
柴
山
全
慶
著
『
無
門
関
講
話』
、
創
元
社
、
昭
和
五
十
二
年
、
P.
46)
。｢
只
だ
こ
の
一
箇
の
無
字
、
乃
ち
宗
門
の
一
關
な
り｣
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、｢
頌｣
の
｢
此
の
關｣
は
、｢

師
の
關｣
即
ち
｢
無
字｣
を
う
け
て
い
る
。
｢
無
門｣
は
｢
門
無
し｣
で
あ
り
、
か
つ
｢
無
の
門｣
を
意
味
し
て
い
る
。
｢
門
は
無
い｣
の
に
、
何
故
に
｢
無
の
門｣
が
あ
る
の
か
。｢
評
唱｣
に
、｢
妙
悟
は
心
路
を
窮
め
て
絶
せ
ん
こ
と
を
要
す｣
と
あ
る
。｢
妙
悟｣
は
絶
妙
の
悟
り
、
｢
心
路｣
は
｢
わ
れ
わ
れ
の
一
切
の
二
元
的
迷
い
の
因もと
と
な
っ
て
い
る
分
別
意
識
の
こ
と｣
(
柴
山
全
慶
著
・
前
掲
書
、
P.
49)
。
真
実
の
悟
り
を
得
る
に
は
、｢
虚
無
き
ょ
む
の
會え
を
作な
す
こ
と
莫な｣
く
、
ま
た
｢
有う
無む
の
會え
を
作な
す
こ
と
莫な｣
く
(｢
評
唱｣)
、
二
元
的
な
分
別
心
を
徹
底
撥
無
は
つ
む
し
て
、｢
無｣
に
な
り
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。｢
無｣
に
な
り
き
っ
た
｢
無
心｣
の
境
涯
が
、
即
ち
｢
大
｣
で
あ
り
、
そ
の
｢
大
｣
に
は
い
か
な
る
｢
門｣
も
｢
無
い｣
。
し
か
し
、｢
妙
悟｣
を
得
ん
と
修
行
し
て
い
る
学
人
に
と
っ
て
は
、
透
過
す
べ
き
｢
關｣
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
未
だ
｢
心
路
を
窮
め
て

す
る
こ
と｣
が
で
き
な
い
が
故
に
、｢
關｣
が
存
在
す
る
。
端
的
に
、｢
心
路｣
が
即
ち
｢
關｣
で
あ
る
。
で
は
、｢
大
｣
と
｢
千
差
路
有
り｣
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
｢
千
差｣
の
｢
路｣
は
、
全
て
｢
大
｣
に
通
じ
て
い
て
、
そ
の
｢
千
差｣
の
｢
路｣
の
い
た
る
所
に
、｢
無｣
の
｢
一
關｣
が
存
在
す
る
。｢
大
｣
に
出
よ
う
一
五
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の
｢
一
關｣
を
透
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
｢
無｣
の
｢
一
關｣
を
透
過
す
れ
ば
、
そ。
こ。
が
、
即
ち
｢
大
｣
で
あ
る
(
)
。
以
上
の
｢
頌｣
の
理
解
が
、
第
十
三
則
を
解
釈
す
る
前
提
と
な
る
。
梧
竹
は
｢
頌｣
の
｢
大
｣
を
｢
書
｣
に
、｢
路｣
を
｢
別｣
に
、｢
此
關｣
を
｢
其
門｣
に
置
き
換
え
て
い
る
。『
無
門
関』
・｢
自
序｣
の
｢
頌｣
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
語
に
は
独
特
な
意
味
の
奥
ゆ
き
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
(
)
。
そ
の
意
味
の
奥
ゆ
き
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
解
釈
は
表
面
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
(
)
。
｢
書
｣
の
語
は
｢
頌｣
の
｢
大
｣
を
ふ
ま
え
た
語
で
あ
る
か
ら
、｢
大
｣
(
悟
り
の
境
涯)
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
理
解
し
て
よ
く
、｢
廓
然
無
法｣
な
る
｢
心
藝｣
の
表
現
世
界
を
意
味
し
て
い
る
。
で
は
｢
千
差
別
有
り｣
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
。｢
別｣
は
(｢
大
｣
に
通
ず
る)
｢
路｣
を
ふ
ま
え
た
語
で
あ
る
か
ら
、｢
千
差｣
の
｢
別｣
は
、｢
側
・
勒
・
弩
・

の
｣
、｢
撥
鐙
・
懸
腕
の

、
釵
股
・
印
泥
の
属｣
の
書
法
を
意
味
し
て
い
よ
う
。｢
無
門｣
の
｢
書
｣
と
｢
千
差
別
有
り｣
の
｢
別｣
は
、｢
廓
然
無
法｣
と
｢
有
法｣
、｢
心
藝｣
と
｢
腕
指
の
巧｣
の
関
係
に
相
当
す
る
と
理
解
し
て
よ
い
。｢
廓
然
無
法｣
な
る
｢
心
藝｣
の
表
現
世
界
に
｢
入
る｣
に
は
、｢
有
法｣
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
如
何
に
し
て
越
え
る
の
か
。｢
無
心｣
の
境
涯
に
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
越
え
る
。
越
え
れ
ば
、
そ
こ
が
即
ち
｢
書
｣
の
｢
這
箇
し
ゃ
こ｣
と
な
る
。
(
三)
｢
不
レ
捨
テ二
一
法
ヲ一
、
不
レ
立
テ二
一
法
ヲ一｣
第
十
五
則
は
学
書
の
理
念
を
次
の
よ
う
に
説
く
。
○
能
ク
學
ブレ
書
ヲ

ハ
、
不
レ
捨
テ二
一
法
ヲ一
、
不
レ
立
テ二
一
法
ヲ一
。
非
ザ
ル
レ
不
ル
ニ
レ
立
テ
也
。
無
キ二
可
キ
レ
立ツ
ル
之
法
一
也
。
非
ザ
ル
レ
不
ル
ニ
レ
捨
テ
也
。
無
キ二
可
キレ
捨
ツ
ル之
法
一
也
。
(
訳)
学
書
の
正
道
を
歩
む
者
は
、
一
法
を
も
捨
て
ず
、
ま
た
一
法
を
立
て
も
し
な
い
。(
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
に)
立
て
な
い
(
と
い
う)
の
で
は
な
い
。
立
て
る
こ
と
の
で
き
る
(
そ
の
よ
う
な)
書
法
は
無
い
の
だ
。(
捨
て
て
も
よ
い
の
に)
捨
て
な
い
(
と
い
う)
の
で
は
な
い
。
捨
て
て
も
よ
い
よ
う
な
書
法
は
(
一
つ
と
し
て)
無
い
の
だ
。
｢
立
て
ざ
る
に
非あら
ざ
る
な
り
。
立
つ
る
可べ
き
法
無
き
な
り
。
捨
て
ざ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
捨
つ
る
可
き
法
無
き
な
り｣
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
。
｢
能
く
書
を
學
ぶ

は
、
一
法
を
捨
て
ず
、
一
法
を
立
て
ず｣
と
す
る
主
張
は
、
｢
一
法
を
捨
て｣
る
者
、｢
一
法
を
立
て｣
る
者
は
、｢
能
く
書
を
學
ぶ
｣
で
は
な
い
、
と
の
批
判
を
含
ん
で
い
る
。
で
は
、
何
故
に
｢
立
て
る
こ
と
の
で
き
る
書
法｣
も
、｢
捨
て
て
も
よ
い
よ
う
な
書
法｣
も
｢
無
い｣
の
か
。｢
立
て
る｣
こ
と
も
せ
ず
、｢
捨
て
る｣
こ
と
も
し
な
い
と
し
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
を
書
の
正
道
を
歩
も
う
と
志
す
者
に
考
え
さ
せ
、｢
学
書
の
あ
り
方｣
に
つ
い
て
反
省
を
促
す
。
こ
こ
に
本
則
の
主
旨
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
｢
一
法
を
捨
て
ず
、
一
法
を
立
て
ず｣
の
｢
一
法｣
は
ど
の
よ
う
な
｢
法｣
な
の
か
、
そ
れ
を
精
確
に
読
み
と
る
こ
と
が
本
則
を
解
釈
す
る
出
発
点
と
な
ろ
う
。
第
十
四
則
は
、｢
側
・
勒
・
弩
・

の

は
、
悉
く
廢
す
可
き
か｣
の
問
に
、｢
離
婁
の
明
、
公
輸
子
の
巧
も
、
規
矩
を
以もち
ひ
ざ
れ
ば
、
方
員
を
成
す
能
は
ず｣
と
答
え
て
い
る
。｢
側
・
勒
・
弩
・

の
｣
は
、
捨
て
て
も
よ
い
も
の
で
は
な
い
。｢
一
法
を
捨
て
ず｣
は
、
こ
の
見
解
を
う
け
て
い
る
。
第
十
四
則
と
本
則
と
は
、
一
続
き
の
論
と
考
え
て
よ
く
、
従
っ
て
｢
捨
て
て
も
よ
い
よ
う
な
書
一
六
法｣
は
｢
側
・
勒
・
弩
・

の
｣
が
象
徴
す
る
具
体
的
な
書
法
を
意
味
す
る
。
で
は
、｢
一
法
を
立
て
ず｣
、｢
立
つ
る
可
き
法
無
き
な
り｣
と
い
う
主
張
は
、
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
立
法
り
っ
ぽ
う
は
、｢
法
律
を
制
定
す
る
こ
と｣
(『
広
辞
苑』)
を
意
味
す
る
。
立
法
の
｢
立｣
は
、(
今
ま
で
無
か
っ
た
所
に)
新
た
に
つ
く
る
の
義
で
あ
る
。
し
か
し
｢
一
法
を
立
て
ず｣
の
｢
立｣
は
、
新
た
に
制
定
す
る
と
い
う
意
味
で〇
は〇
な〇
い〇
。
新
た
に
創
出
さ
れ
た
も
の
か
、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
か
を
問
わ
ず
、
或
る
書
法
に
特
別
の
意
義
・
価
値
を
認
め
て
、
他
に
優
位
す
る
地
位
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
(
)
。｢
立
つ
る
可
き
法
無
き
な
り｣
は
、
他
に
優
位
す
る
特
別
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
書
法
は
一
つ
と
し
て
無
い
、
と
す
る
主
張
と
理
解
し
て
よ
い
。
で
は
、｢
廓
然
無
法｣
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
十
四
則
は
、
｢
廓
然
無
法｣
を
｢
書
法
の
第
一
義｣
と
す
る
。
即
ち
｢
廓
然
無
法｣
を
｢
書
法
の
第
一
義｣
と
し
て
｢
立
て｣
て
い
る
。
こ
れ
は
｢
立
つ
る
可
き
法
無
し｣
と
す
る
見
解
と
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。｢
廓
然
無
法｣
と
｢
一
法｣
と
が
、
同
じ
次
元
に
あ
る
な
ら
ば
、
一
方
で
｢
廓
然
無
法｣
を
(｢
書
法
の
第
一
義｣)
と
｢
立
て｣
て
お
き
な
が
ら
、
同
時
に
｢
一
法
を
立
て
ず｣
と
主
張
す
る
の
は
、
確
か
に
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、｢
廓
然
無
法｣
と
｢
一
法｣
と
は
、
次
元
を
異
に
す
る
。
そ
れ
故
、｢
書
法
の
第
一
義｣
と
し
て
｢
廓
然
無
法｣
を
立
て
る
こ
と
は
、｢
一
法
を
立
て
ず｣
と
す
る
主
張
と
矛
盾
し
な
い
。
日
下
部
鳴
鶴
く
さ
か
べ
め
い
か
く(1838
〜1922)
は
、
揚
守
敬
(1839
〜1965)
か
ら
伝
え
ら
れ
た
四し
指し
斉
頭
せ
い
と
う
の
回
腕
法
か
い
わ
ん
ほ
う
を
厳
格
に
守
り
、
細
字
も
こ
の
腕
法
わ
ん
ぽ
う
を
以
て
書
い
た
と
さ
れ
る
。
回
腕
法
と
い
う
｢
一
法｣
を
｢
立
て
る｣
こ
と
は
、
そ
れ
と
対
立
す
る
単
鉤
た
ん
こ
う
法
や
側
筆
の
用
筆
法
な
ど
を
排
除
し
｢
捨
て
る｣
こ
と
と
な
る
。｢
一
法
を
立
て
る｣
こ
と
は
、
対
立
す
る
他
の
書
法
を
｢
捨
て
る｣
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、｢
廓
然
無
法｣
は
、
あ
れ
こ
れ
の
書
法
の
一
つ
で
は
な
い
。
書
法
へ
の
執
わ
れ
を
脱
し
た
所
に
成
立
す
る
｢
無
心｣
の
書
法
で
あ
る
。
い
ま
・
こ
こ
の
｢
生
命
の
リ
ズ
ム｣
に
乗
托
し
つ
つ
、
心
の
感
動
を
如
実
に
写
し
と
っ
て
い
く
筆
鋒
の
活
躍
即
ち
｢
心
藝｣
は
、｢
廓
然
無
法｣
に
お
い
て
可
能
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
時
ど
き
の
心
の
動
き
に
即
し
て
自
在
に
筆
鋒
が
は
た
ら
く
の
は
、
高
度
な
技
法
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
単
に
｢
無
心｣
で
あ
れ
ば
可
能
と
な
る
事
柄
で
は
な
い
。
そ
れ
故
｢
千
兎
の
亳
を
禿
盡
と
く
じ
ん
し｣
、｢
敗
筆
瓮
は
い
ひ
つ
か
め
に
滿
つ｣
る
ほ
ど
の
徹
底
し
た
｢
錬
筆｣
が
要
請
さ
れ
る
。｢
凡
そ
書
に
法
無
き

は
、
固
よ
り
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り｣
で
、
書
法
を
無
視
し
て
我
流
に
書
き
散
ら
し
た
書
は
鑑
賞
に
値
し
な
い
。
学
ぶ
べ
き
歴
代
の
古
典
は
学
び
尽
く
し
て
｢
其
の
源
を
究
め｣
、
書
法
の
伝
統
即
ち
書
法
の
普
遍
性
を
基
本
に
ふ
ま
え
た
、
個
性
的
で
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
表
現
を
創
出
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
)
。
そ
れ
故
、
学
ぶ
べ
き
古
典
の
書
法
で
、｢
捨
て
て
も
よ
い
よ
う
な
書
法
は
(
一
つ
と
し
て)
無
い｣
。｢
一
法
を
捨
て
な
い｣
の
で
あ
れ
ば
、｢
一
法
を
立
て
る｣
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ほ
う
居こ
士じ
が
石
頭
禅
師
に
提
出
し
た
偈
の
前
半
四
句
に
言
う
。
日
常
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
特
別
の
こ
と
も
な
い
た
だ
す
ら
す
ら
と
運
ん
で
い
る
だ
け
あ
れ
を
選
び
と
り
こ
れ
は
捨
て
さ
る
な
ど
し
な
い
そ
れ
で
い
て
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
こ
と
も
な
い一
七

居
士
は
、
既
引
の
次
の
二
句
を
以
て
偈
を
結
ん
で
い
る
。
わ
た
し
の
神
通
じ
ん
つ
う
と
妙
用
み
ょ
う
ゆ
う
は
何
か
と
言
え
ば
水
を
汲
み
薪まき
を
運
ぶ
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
こ
の
偈
は
、

居
士
の
任
運
自
在
に
ん
ぬ
ん
じ
ざ
い
の
生
活
が
、｢
無
心｣
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。｢
あ
れ
を
選
び
と
り
、
こ
れ
は
捨
て
さ
る
な
ど
し
な
い｣
と
訳
し
た
原
文
は
、
頭
頭
非
取
捨
頭
頭
取
捨
に
非
ず
で
あ
る
。｢
頭
頭｣
は
個
別
の
一
つ
一
つ
の
事
柄
、｢
取
捨｣
は
あ
れ
は
好
い
、
こ
れ
は
駄
目
だ
と
分
別
し
て
選え
り
好ごの
み
す
る
こ
と
。
取
捨
選
択
す
る
こ
と
を
、｢
揀けん
択じゃ
く
｣
と
い
う
。
三
祖
僧

そ
う
さ
ん(?
―606)
の
『
信
心
銘
し
ん
じ
ん
め
い』
に
言
う
。
至

し
い
ど
う
は

か
た
き
こ
と
無
し
、
唯た
だ
揀
択
け
ん
じ
ゃ
く
を

ふ
。
｢
至
｣
は
、
究
極
の
｢

(
さ
と
り)｣
。
そ
れ
は
別
段
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
あ
れ
こ
れ
と
選
り
好
み
を
し
て
取
捨
し
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
。

居
士
の
師
、
馬
祖
道
一
は
、｢

常
心
び
ょ
う
じ
ょ
う
し
ん
是
れ
｣
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
平
常
心
と
い
う
も
の
は
、
作
為
せ
ず
、
是
非
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
な
く
、
取
捨
す
る
こ
と
な
く
、
断
常
も
な
く
、
凡
夫
ぼ
ん
ぷ
と
聖
者
し
ょ
う
じ
ゃ
を
も
区
別
し
な
い
。
…
…
。
い
ま
現
に
行
住
坐
臥
ぎ
ょ
う
じ
ゅ
う
ざ
が
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
行
動
し
て
い
る
、
そ
れ
が
す
べ
て
道
だ
。
…
…
。
い
ま
立
っ
て
い
る
処
が
あ
る
が
ま
ま
に
真
実
で
あ
り
、
す
べ
て
が
自
己
そ
の
も
の
な
の
だ
。(『
景
徳
伝
燈
録』
巻
二
十
八)
私
た
ち
の
い
の
ち
の
根
源
で
あ
る
｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ｣
は
、｢
無
心｣
に
お
い
て
如
実
に
は
た
ら
き
出
す
。
そ
の
は
た
ら
き
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
｢
自
性｣
で
あ
り
、｢
真
実
の
自
己｣
で
あ
る
。
瑞
巌
師
彦
ず
い
が
ん
し
げ
ん
は
そ
れ
を
｢
主
人
公｣
と
喚よ
び
(『
無
門
関』
第
十
三
則)
、
臨
済
義
玄
り
ん
ざ
い
ぎ
け
ん
(?
―866)
は
｢
一いち
無む
位い
の
真しん
人にん｣
と
い
う
(『
臨
済
録』
上
堂
三)
。｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ｣
そ
の
ま
ま
の
純
一
な
い
の
ち
の
は
た
ら
き
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
は
、
一
つ
と
し
て
｢
真｣
な
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
。｢
立
處
り
っ
し
ょ
皆
な
眞｣
で
あ
れ
ば()
、｢

う
底てい
の
法｣
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
。
ど
こ
に
取
捨
選
択
を
必
要
と
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
か
。
禅
者
で
も
あ
っ
た
石
濤
せ
き
と
う(1642
―1707)
も
次
の
よ
う
に
言
う
。
一
法
を
立
て
ざ
る
は
、
こ
れ
吾
が
宗
な
り
。
一
法
を
も
捨
て
ざ
る
は
こ
れ
吾
が
旨
な
り
。
学
者
こ
れ
を
知
ら
ん
や
(
	)
。
(
四)
｢
無
法ニ
シ
テ而
モ
有
リレ
法｣
と｢


而

ス
ル｣
梧
竹
は
、
書
法
の
究
極
(
最
終
段
階)
を
、
〇
有
法
自
り
し
て
無
法
に
歸
し
、
無
法
而
有
法
。
と
提
示
し
、
そ
れ
は｢


に
し
て

す
る
｣
で
あ
る
と
す
る
。｢

ニ
シ
テ而

ス
ル｣
は
、『
周
易』
・｢

辞
伝
下｣
の
｢



而

スレ
之
ヲ｣
を
ふ
ま
え
た
表
現
(
後
述
参
照)
。｢

｣
は
万
物
を
生
生
化
育
し
て
や
ま
な
い
｢
道｣
の
は
た
ら
き
を
、
そ
の
神
秘
性
を
特
立
さ
せ
て
意
味
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、｢


に
し
て

す
る
｣
は
｢

｣
な
る
｢
道｣
の
は
た
ら
き
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
。｢
有
法｣
は
｢
有
心｣
の
書
法
、｢
無
法
(
ｂ)｣
は
｢
無
心｣
の
書
法
を
意
味
す
る
。｢
無
心｣
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
｢
有
心｣
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、｢
無
法
(
ｂ)｣
と
｢
有
法｣
と
が
一
つ
と
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
で
は
、｢
無
法
而
有
法｣
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
何
故
に
｢
無
法｣
で
あ
り
、
し
か
も
｢
有
法｣
で
あ
り
う
る
の
か
(
)
。
こ
の
｢
有
法｣
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
語
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
｢
自
リ
シ
テ
二
有
法
一
而
歸
ス二
於
無
法
ニ一｣
の
｢
歸｣
を
、『
老
子』
の
｢
復
一
八
帰｣
の
思
想
を
ふ
ま
え
て
理
解
し
た
。｢
歸｣
と
連
動
す
る
｢
無
法
而
有
法｣
も
、
『
老
子』
の
思
想
を
ふ
ま
え
て
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
第
四
十
八
章
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
〇
學
を
爲おさ
む
れ
ば
、
日

に
ま
す
。

を
爲おさ
む
れ
ば
、
日

に
損そん
す
。
之これ
を
損
し
又
た
損
し
、
以
て
無む
爲ゐ
に
至いた
る
。
無
爲
に
し
て
而しか
も
爲な
さ
ざ
る
無
し
。
｢
無
爲
に
し
て
而
も
爲
さ
ざ
る
無
し｣
は
、
原
文
｢
無
爲
而
無
不
爲｣
、｢
無
レ
不
レ
〇｣
は
二
重
否
定
で
、
肯
定
を
強
調
す
る
語
法
。｢
無
シレ
不
ルレ
爲
サ｣
は
、
即
ち
｢
有
リレ
爲
ス｣
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、｢
無
爲｣
の
｢
爲｣
は
、
作
為
的
に
は
か
ら
う
行
為
を
意
味
す
る
が
、｢
無
不
爲｣
の
｢
爲｣
に
は
作
為
の
意
味
は
な
く
、
一
般
的
な
意
味
で
は
た
ら
き
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
｢
無
爲
而
無
レ
不
レ
爲｣
の
意
味
は
、｢
無
為
で
こ
そ
、(
な
に
ご
と
も
、)
し
の
こ
し
は
な
い(
)
｣
と
な
る
。
ま
た
第
三
十
七
章
に
、｢
道｣
の
は
た
ら
き
を
説
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
〇

は
常つね
に
無む
爲ゐ
に
し
て
、
而しか
も
爲な
さ
ざ
る
無
し
。
侯
王
若
こ
う
わ
う
も
し
能よ
く
之これ
を
守まも
れ
ば
、
萬
物
將まさ
に
自
お
の
づ
から

く
わ
せ
ん
と
す
。
こ
の
｢
無
不
爲
(
爲
さ
ざ
る
無
し)｣
の
意
味
は
、｢(
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く)
し
な
い
こ
と
は
な
い(
)
｣
。｢
｣
は
｢
無
爲｣
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
(
で
あ
る
が
故
に)
為
す
べ
き
こ
と
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
為
し
尽
し
て
、
天
地
万
物
が
斯か
く
存
在
し
え
て
い
る
。
君
王
も
｢
｣
に
法
の
っ
と
っ
て
｢
無
爲｣
で
あ
れ
ば
、
万
民
は
自おの
ず
か
ら
帰
服
し
て
、
天
下
は
治
ま
る
で
あ
ろ
う
(
)
。
こ
れ
が
『
老
子』
の
基
本
的
主
張
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
は
儒
家
が
六
経
の
首
は
じ
め
と
し
て
尊
ぶ
『
周
易』
の
、
総
論
と
も
言
う
べ
き
｢
	
辞
伝｣
に
も
見
ら
れ
る
。
〇


農
氏
沒
し
ん
の
う
し
ぼ
つ
し
て
、

帝
く
わ
う
て
い
・
堯げう
・
舜
し
ゅ
ん
氏
作おこ
る
。
其
の
變へん
を

つ
う
じ
て
、
民
を
し
て
う
ま
ざ
ら
使し
め
、
に
し
て
之これ
を

く
わ
し
て
、
民
を
し
て
之
に
宜よろ
し
か
ら
使
む
。
易えき
は
窮きは
ま
れ
ば
則
す
な
は
ち
變
じ
、
變
ず
れ
ば
則
ち

つ
う
じ
、

ず
れ
ば
則
ち
久ひさ
し
。
是ここ
を
以もつ
て
天
自よ
り
之
を

た
す
け
、
吉きつ
に
し
て
利よろ
し
か
ら
ざ
る
无な
し
。

帝
・
堯
・
舜
衣
裳
い
し
ゃ
う
を
垂た
れ
て
天
下
治
ま
る
。
蓋けだ
し

こ
れ
を
乾
坤
け
ん
こ
ん
に
取
る
な
り
。(｢
	
辞
伝
下｣)
｢
衣
裳
を
垂
れ
て
天
下
治
ま
る｣
は
、｢
无
爲
に
し
て
治
ま
る
を
謂
ふ｣
(
宋
・
郭
雍
『
伝
家
易
説』)
。｢

｣
は
、｢
説
卦
伝｣
に
｢

し
ん
な
る

は
、
萬
物
に
妙めう
に
し
て
言
を
爲
す

な
り｣
と
あ
る
が
、｢
一
あ
る
ひ
は
陰
、
一
あ
る
ひ
は
陽｣
(｢
	
辞
伝
上｣)
と
な
っ
て
、
万
物
を
生
生
化
育
し
て
や
ま
な
い
｢
｣
の
霊
妙
な
は
た
ら
き
、｢
神
秘
な
力
(
)
｣
を
意
味
す
る
。｢
に
し
て
之
を

し
、
民
を
し
て
之
に
宜
し
か
ら
使
む｣
、
｢
衣
裳
を
垂
れ
て
天
下
治
ま
る｣
は
、『
老
子』
の
｢
無
爲
に
し
て
、
而
も
爲
さ
ざ
る
無
し｣
を
儒
家
の
立
場
か
ら
言
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
)
。
｢
無
法
而
有
法｣
は
、『
老
子』
の
｢
無
爲ニ
シ
テ而
モ
無
シレ
不
ルレ
爲
サ｣
を
書
法
に
即
し
て
言
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(
)
。
即
ち
こ
の
｢
有
法｣
は
、｢
無〇
レ
不〇
レ
法
(
法
な
ら
ざ
る
無
し)｣
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、｢
自
リ
シ
テ
二
有
法
一
而
歸
ス二
於
無
法
ニ一｣
の
｢
有
法｣
(｢
有
心｣
の
書
法)
の
意
で
は
な
い
。
梧
竹
は
、
い
ま
・
こ
こ
の
感
動
を
如
実
に
点
画
に
写
し
と
っ
て
い
く
筆
鋒
の
活
躍
を
、
真
の
書
法
と
考
え
て
い
る
。
い
ま
・
こ
こ
の
｢
生
命
の
リ
ズ
ム｣
に
何
の
は
か
ら
い
も
無
く
乗
托
し
、
筆
理
の
自
然
の
ま
ま
に
展
開
し
て
い
く
筆
鋒
の
は
た
ら
き
(
)
、
そ
こ
に
｢
に
し
て

す｣
書
法
の
究
極
を
見
て
い
る
。
こ
こ
で
、
石
濤
『
画
語
録』
の
次
の
一
文
に
注
目
し
た
い
。
古
い
に
し
へは
識しき
の
ぐ
な
り
。

く
わ
は
其
の

を
識し
り
て
爲な
さ
ざ
る
な
り
。
古
を
ぐ
と
し
て
以
て

す
る
は
、
未いま
だ
夫そ
の
人
を
見
ざ
る
な
り
。
嘗つね
に
其
の
古
に
泥なづ
み
て

一
九
せ
ざ
る

を
憾うら
み
と
す
。
是
れ
識しき
の
之
に
拘
と
ら
は
る
れ
ば
な
り
。
識
似じ
に
拘
る
れ
ば
、
則
ち
廣ひろ
か
ら
ず
。
故
に
君
子
は
惟た
だ
古
を
借
り
て
以
て
今
を
開
く
な
り
。
又
曰いは
く
、
至
人
し
じ
ん
は
無
法
、
と
。
法
無
き
に
非あら
ざ
る
な
り
。
無
法
に
し
て
法
あ
る
を
、
乃
す
な
は
ち
至
法
し
ほ
う
と
爲な
す
。
凡およ
そ
事こと
は
、
經けい
有
れ
ば
必
ず
權けん
有
り
、
法
有
れ
ば
必
ず

く
わ
有
り
。
一ひと
た
び
其
の
經けい
を
知
れ
ば
、

す
な
は
ち
其
の
權けん
に
變へん
ず
。
一
た
び
其
の
法
を
知
れ
ば
、

ち

く
わ
に
功こう
あ
り
。(｢
変
化
章
第
三｣)
｢
古｣
は
、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
、
こ
こ
で
は
絵
画
の
伝
統
。
｢
識｣
は
、
心
意
識
の
は
た
ら
き
(
)(
対
象
を
区
別
し
て
知
る
認
識
作
用)
。｢
｣
は
、
あ
る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
る
も
の
、
道
具
。｢
拘｣
は
拘
束
さ
れ
て
自
由
を
失
う
こ
と
、｢
｣
は
変
化
、｢
似｣
は
表
面
的
な
模
倣
。｢
至
人｣
は
『
荘
子』
に
多
出
す
る
語
で
(
)
、｢
道｣
の
究
極
に
至
っ
た
至
徳
の
人
、｢
道｣
の
人
格
的
表
現
と
見
な
し
て
よ
い
語
。｢
至
法｣
は
、
究
極
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
到
達
し
た
真
実
の
法
(
)
。｢
經｣
は
、(
横
糸
の
｢
緯い｣
に
対
し
て)
織
物
の
た
て
糸
の
義
か
ら
、
物
事
の
基
本
を
な
し
て
い
る
大
切
な
も
の
、
常
(
不
変)
な
る
道
理
、
法
則
。
こ
こ
で
は
、
石
濤
が
説
く
｢
画
禅
一
致｣
の
思
想
の
理
論
的
な
柱
で
あ
る
｢
一
畫
の
法(
	)
｣
を
意
味
し
て
い
る
。｢
權｣
は
、
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
、｢
一
畫
の
法｣
の
多
様
な
る
現
象
形
態
。
｢
至
人
は
無
法｣
は
、｢
至
人｣
に
托
し
て
、
画
法
の
究
極
は
｢
無
法｣
に
あ
る
と
説
く
も
の
。｢
無
法
而
法｣
に
つ
い
て
、
石
濤
五
十
歳
の
作
｢
山
水
冊｣
の
題
識
中
の
｢
此
の
一
法
を
得
れ
ば
、
則
ち
往
く
と
し
て
法
に
非
ざ
る
は
無
し(

)
｣
を
参
照
す
れ
ば
、｢
而
法｣
の
｢
法｣
は
｢
法
に
非
ざ
る
は
無
し｣
の
意
に
解
釈
し
て
よ
い
。
即
ち
｢
無
法
而
法｣
は
｢
無
法
に
し
て
而しか
も
法
あ
り
(
法
に
非
ざ
る
は
無
し)｣
の
意
。
な
お
、｢
此
の
一
法｣
は
、｢
一
画
の
法｣
を
意
味
し
て
い
る
。
｢
一
た
び
其
の
經
を
知
れ
ば
、

ち
其
の
權
に
變
ず
。
一
た
び
其
の
法
を
知
れ
ば
、

ち

に
功
有
り｣
の
｢
經｣
・｢
法｣
は
、｢
一
画
の
法｣
を
意
味
し
て
い
る
(
)
。
｢
無
法
に
し
て
法
あ
る
を
、
乃
ち
至
法
と
爲
す｣
に
つ
い
て
、『
荘
子』
外
篇
｢
達
生
第
十
九｣
の
｢
忘
適
の
適｣
寓
話
を
参
考
に
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
工

こ
う
す
い
は
旋めぐ
ら
し
て
規き
矩く
に
蓋あ
ふ
。
指
は
物
と

く
わ
し
て
、
心
を
以
て
稽
か
ん
が
へ
ず
。
故
に
其
の
靈
臺
れ
い
だ
い
は
一
に
し
て
桎ふさ
が
ら
ず
。
足
を
忘
る
る
は
、

く
つ
の

て
き
な
り
。
要こし
(
腰)
を
忘
る
る
は
、

お
び
の

な
り
。(
知)
是ぜ
非ひ
を
忘
る
る
は
、
心
の

な
り
。
内
に
變へん
ぜ
ず
、
外
に

し
た
が
は
ざ
る
は
、
事
會
じ
く
わ
いの

な
り
。

に
始はじ
ま
り
、
而しか
も
未いま
だ
嘗かつ
て

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る

は
、

を
忘
る
る
の

な
り
。
｢
｣
は
、
目
的
と
す
る
所
に
行
く
義
か
ら
、
か
な
う
の
意
と
な
り
。
適
合
・
適
切
・
適
意
て
き
い
(
意
こ
こ
ろ
に
適かな
う)
・
適
性
て
き
せ
い
(
性
情
に
適かな
う)
さ
ら
に
快
適
か
い
て
き
・
心
適
・
自
適
等
心
に
適
っ
て
心
地
よ
い
の
意
を
表
す
。
名
工
の

す
い
の
指
は
物
(
素
材)
と
ピ
タ
ッ
と
適
合
し
て
一
つ
に
な
る
(
物
ト

ス)
か
ら
、
心
で
あ
れ
こ
れ
と
考
え
て
分
別
す
る
こ
と
が
な
い
。
規
矩
を
全
く
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
そ
の
は
た
ら
き
は
規
矩
に
適
う
。｢
足
を
忘
る
る
は
、

く
つ
の

て
き｣
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
｢
｣
さ
え
も
忘
れ
去
っ
て
い
る
｢

を
忘
る
る
の
｣
こ
そ
が
、
物
事
が
す
ら
す
ら
と
運
ん
で
い
る
理
想
の
境
地
と
い
っ
て
よ
い
(
)
。
技わ
藝ざ
の
究
極
の
境
地
も
｢
忘

の
｣
に
あ
り
、
そ
こ
に
｢
至
法｣
が
あ
る
。
｢
無
法
に
し
て
法
あ
る
を
、
至
法
と
爲
す｣
は
、
法
を
忘
れ
去
っ
て
い
る
｢
無
心｣
の
至
境
に
あ
る
筆
の
は
た
ら
き
か
ら
現
わ
れ
で
た
も
の
は
、
一
つ
と
し
て
法
に
適
っ
て
い
な
い
も
の
は
無
い
、
そ
れ
故
、
そ
れ
を
｢
至
法｣
と
す
る
の
意
に
解
二
〇
し
て
よ
い
。
こ
の
｢
無
法｣
と
｢
法｣
の
関
係
は
、
一
な
る
根
源
的
な
は
た
ら
き
と
、
そ
の
多
様
な
現
わ
れ
の
関
係
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
梧
竹
は
石
濤
の
『
画
語
録』
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
第
一
則
の
｢
無
法
に
し
て
、
而
も
法
有
り｣
の
書
法
論
は
、
右
に
見
た
石
濤
の
見
解
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
共
に
そ
の
思
想
的
根
底
は
、『
老
子』
の
｢
無
爲
に
し
て
而
も
爲
さ
ざ
る
無
し｣
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
お
わ
り
に
梧
竹
は
、
自
己
の
書
作
理
念
を
、
第
九
則
で
次
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。
〇
取
リ二
筆
意
ヲ
於

・
魏
ニ一
、
取
ル二
筆
法
ヲ
於
隋
・
唐
ニ一
。
ビ
シ
ム
ル
ニ
レ
之
ニ
以
テ
シ
二
晉
人
之
品
致
ヲ一
、
加フ
ル
ニ
レ
之
ニ
以
テ
ス
二
日
本
武
士
之
氣
象
ヲ一
。
是
レ
吾
ガ
家
之
書
則
也
。
漢
・
魏
の
古
雅
豊
か
な
筆
意
、
隋
・
唐
の
完
成
さ
れ
た
書
法
、
東
晉
の
王
羲
之
・
王
献
之
父
子
の
韻
致
(
書
品)
は
、
中
国
の
書
道
史
上
の
｢
英
華｣
で
あ
る
。
そ
の
｢
英
華｣
に
、
更
に
｢
日
本
武
士
の
氣
象｣
を
示
す
精
神
美
を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢
風
神｣
高
き
｢
日
本
人
梧
竹
の
書｣
を
創
出
す
る
。
こ
れ
が
私
の
書
作
理
念
だ
と
い
う
。
こ
の
書
作
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
学
書
理
念
は
、
次
の
第
三
十
七
則
に
示
さ
れ
る
。
○
學
ン
デ
二

・
魏
之
書
ヲ一
、
而
不
レ
爲ま
ネ二
漢
・
魏
之
書
ヲ一
。
學
ン
デ
二
晉
・
唐
之
書
ヲ一
、
而
不
レ
爲
ネ二
晉
・
唐
之
書
ヲ一
。
是
レ
吾
家
之
書
法
也
。
こ
の
｢
書
法｣
は
｢
書
則｣
と
同
意
と
解
し
て
よ
い
。
古
典
の
書
法
を
学
ぶ
こ
と
は
、
学
書
の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
古
典
を
模
倣
す
る
こ
と
で
自
足
し
て
は
な
ら
な
い
。
蜂
が
花
の
蜜
を
吸
っ
て
蜜
を
醸
す
よ
う
に
、
蚕
が
桑
の
葉
を
食
べ
て
糸
を
つ
く
る
よ
う
に
、
古
典
の
書
法
を
｢
咀
・
嚼｣
し
、
さ
ら
に
｢
變
・
｣
さ
せ
て
、
己
れ
自
身
の
用
筆
法
に
よ
る
己
れ
自
身
の
体
・
様
ス
タ
イ
ル
を
創
出
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(
第
三
十
三
則)
そ
れ
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
こ
そ
、｢
一
家
の
生
面
を
開
き
、
百
代
の
新
風
を
創はじ
む｣
(
第
二
則)
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
｢
一
法
を
捨
て
ず
、
一
法
を
立
て
ず｣
に
｢
錬
筆｣
に
励
む
と
と
も
に
、
さ
ら
に
｢
錬
心｣
に
よ
っ
て
｢
無
の
門｣
を
透
過
し
て
、｢
廓
然
無
法｣
の
世
界
に
参
入
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。｢
廓
然
無
法｣
で
あ
っ
て
こ
そ
、
い
の
ち
の
は
た
ら
き
と
筆
鋒
の
活
躍
と
が
一
つ
と
な
る
。
い
ま
・
こ
こ
の
い
の
ち
の
は
た
ら
き
を
、
筆
鋒
の
活
躍
を
と
お
し
て
如
実
に
点
画
に
写
し
と
っ
て
い
く
、
そ
こ
に
｢
心
藝｣
が
成
り
立
ち
、｢
心
藝｣
に
よ
っ
て
｢
書
は
心
画
な
り｣
が
成
り
立
つ
。
梧
竹
の
書
法
観
の
骨
子
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
『
書
話』
に
み
る
梧
竹
の
書
法
観
の
特
質
は
、
真
の
書
法
を
｢
廓
然
無
法｣
と
捉
え
、
書
法
を
書
法
と
し
て
成
り
立
た
し
め
て
い
る
精
髄
エ
ッ
セ
ン
ス
は
｢
妙
機｣
に
あ
る
と
す
る
所
に
あ
る
。｢
妙
機｣
は
｢
無
心｣
の
は
た
ら
き
で
あ
る
か
ら
、｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ｣
に
即
し
た
い
の
ち
の
は
た
ら
き
が
純
一
に
あ
ら
わ
れ
た
筆
鋒
の
活
躍
を
、
真
実
の
書
法
と
す
る
。
｢
廓
然
無
法｣
は
、｢
錬
筆｣
と
｢
錬
心｣
と
が
重
な
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。｢
錬
筆｣
は
筆
理
と
い
う
｢
外
的
必
然
の
世
界｣
に
か
か
わ
る
が
、｢
錬
心｣
は
｢
無
心｣
と
い
う
｢
内
的
自
由
の
境
涯｣
に
か
か
わ
る
。
市
川
白
弦
は
、｢
内
の
世
界
の
自
由
を
、
外
の
世
界
の
必
然
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い｣
と
説
い
て
い
る
。(『
大
慧』
、
収
『
市
川
白
弦
著
作
集
第
一
巻』
、
法
蔵
館
、
平
成
五
年)
二
一
沢
庵
『
不
動
智
神
妙
録』
は
、｢
理
の
修
行
業
の
修
行
と
申
事
の
候｣
(｢
諸
佛
不
動
智｣
P.
101)
と
言
う
。｢
理
の
修
行｣
と
は
、
心
を
自
由
に
働
か
す
修
行
、
｢
無
心
を
探
求
す
る
工
夫｣
を
い
う
。
こ
こ
で
言
う
｢
理｣
は
、
心
の
｢
理｣
で
あ
り
、
理
論
的
探
求
の
意
で
は
な
い
(
)
。｢
業
の
修
業｣
と
は
、
例
え
ば
身
の
こ
な
し
や
太
刀
の
扱
い
が
自
由
自
在
に
働
く
よ
う
に
習
う
こ
と
、｢
業｣
は
｢
事｣
で
わ
ざ
の
意
。｢
理
を
知
り
て
も
事
の
自
由
に
働
か
ね
ば
な
ら
ず
候｣
、
そ
れ
故
｢
事
理
の
二
つ
は
車
の
輪
の
ご
と
く
た
る
べ
く
候｣
(
同
、
P.
103)
と
説
く
。
｢
錬
筆｣
は
｢
事
の
修
業｣
、｢
錬
心｣
は
｢
理
の
修
業｣
に
相
当
す
る
。
沢
庵
は
両
者
の
関
係
を
｢
車
の
輪｣
即
ち
両
輪
の
よ
う
な
も
の
と
し
、
両
者
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
え
る
必
要
性
を
説
く
。｢
事
の
修
行｣
と
｢
理
の
修
行｣
と
い
う
、
次
元
を
異
に
す
る
両
者
を
ど
の
よ
う
に
一
つ
に
統
合
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
が
修
業
に
お
け
る
最
終
的
な
課
題
と
な
ろ
う
。『
梧
竹
堂
書
語』
も
、
私
た
ち
に
、｢
錬
筆｣
と
｢
錬
心｣
と
を
如
何
に
統
合
す
る
か
を
問
う
て
い
る
。
註
(
１)
｢
鑢｣
は
｢
鑪｣
の
誤
記
。｢
鑪｣
は
炉
、
火
床
ひ
ど
こ
。｢
鑪
錘
ろ
す
い｣
は
高
炉
で
金
属
を
熱
し
、
打
っ
て
鍛
え
る
こ
と
。
(
２)
｢
新｣
は

｣
の
誤
記
。
こ
の
句
は
『
荘
子』
・｢
知
北
遊
第
二
十
二｣
に
、｢

腐
は
復ま
た

し
て
奇
と
な
り
、
奇
は
復
た

し
て

腐
と
爲な
る｣
と
あ
る
を
ふ
ま
え
て
い
よ
う
。｢

奇｣
は
生
命
力
に
充
ち
て

剌
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
る
も
の
を
言
う
。
｢
新
奇｣
な
ら
ば
、
目
新
し
く
奇
異
な
も
の
の
意
と
な
る
。
な
お
｢
腐
｣
は
｢

腐
(
く
さ
っ
た
も
の)｣
に
同
じ
で
、
腐くさ
っ
た
も
の
か
ら
発
す
る
悪
臭
の
意
で
は
な
い
。
(
３)
晩
翠
軒
刊
本
に
｢
里｣
と
あ
る
が
、｢
的
傳
写
本｣
に
は
｢
黒｣
と
あ
る
。｢
黒｣
が
よ
い
。
(
４)
『
筆
説』
(
収
『
欧
陽
文
忠
公
集』
巻
一
百
二
十
九)
中
の
、｢
學
書
自
成
家
説｣
の
語
。
(
５)
『
試
筆』
(
同
右
、
巻
一
百
三
十)
中
の
、｢
用
筆
之
法｣
の
一
節
。
(
６)
牛
島
徳
次
著
『
漢
語
文
法
論
(
古
代
編)』
(
大
修
館
書
店
、
昭
和
42
年)
、
P.
102
〜
103
参
照
。
(
７)
朱
子
の
『
論
語
集
註』
に
も
、｢
凡
そ
可
と
曰
ふ

は
、
僅わず
か
に
可
に
し
て
、
未
だ
盡つく
さ
ざ
る
所
有
る
の
辭
こ
と
ば
な
り｣
と
あ
る
。
(
８)
｢
心
轉
ズレ
筆
ヲ｣
は
、
唐
・
孫
過
庭
『
書
譜』
の
、｢
心
手
し
ん
し
ゅ
に
間
す
き
ま
無
く
、
懷
こ
こ
ろ
を
楷
則
か
い
そ
く
に
忘
る｣
に
同
じ
。｢
楷
則｣
は
楷
書
の
書
法
(
楷
法)
の
意
で
は
な
く
、
書
法
の
義
(｢
楷｣
は
法
・
た
だ
し
い
の
義)
。｢
無
シレ
間
二
心
手
ニ一｣
は
｢
心｣
と
｢
手｣
即
ち
筆
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、｢
忘
ル二
懷
ヲ
楷
則
ニ一｣
は
書
法
も
意
識
か
ら
脱
落
し
た
無
心
の
境
地
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
北
宋
の
黄
庭
堅
が
、｢
心
は
手
を
知
ら
ず
、
手
は
心
を
知
ら
ざ
る
の
法｣
(｢
黔
州
け
ん
し
ゅ
う
の
時
の
字
を
論
ず｣
、
収
『
山
谷
題
跋』
巻
五)
と
言
う
の
も
同
じ
と
理
解
し
て
よ
い
。
な
お
｢
腕
指
の
巧｣
・｢
心
藝｣
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
拙
稿
｢
中
林
梧
竹
の
書
論
―
『
心
藝』
論
に
つ
い
て
―｣
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
９)
佐
藤
錬
太
郎
｢
沢
庵
宗
彭
『
不
動
智
神
妙
録』
古
写
本
三
種
・
『
太
阿
記』
古
写
本
一
種｣
(
北
海
道
大
学
『
文
学
研
究
科
紀
要』
第
一
〇
三
号
、
平
成
十
三
年)
、
同
｢
沢
庵
宗
彭
『
不
動
智
神
妙
録』
の
諸
本｣
(『
印
度
哲
学
仏
教
学』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
〇
年)
参
照
。
(
10)
右
の
佐
藤
論
文
が
紹
介
す
る
古
写
本
の
う
ち
の
『
沢
庵
和
尚
柳
生
但
州
江
兵
法
問
答』
(
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本)
を
佐
藤
氏
が
活
字
に
翻
刻
し
た
も
の
か
ら
引
用
二
二
す
る
。
な
お
文
字
の
右
側
の
｢
・｣
点
は
、
写
本
に
照
し
て
佐
藤
氏
の
翻
刻
の
文
字
を
改
め
た
こ
と
を
示
す
。
引
用
文
の
後
に
章
題
と
論
文
に
お
け
る
頁
数
を
(
)
内
に
記
す
。
な
お
解
釈
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
錬
太
郎
｢
剣
禅
一
如
沢
庵
『
不
動
智
神
妙
録』
を
読
む｣
(
全
日
本
剣
道
連
盟
編
月
刊
『
剣
窓』
、
平
成
十
一
年
一
月
〜
平
成
十
三
年
一
月)
、
同
｢
禅
の
思
想
と
剣
術｣
(
日
本
武
道
館
発
行
、
月
刊
『
武
道』)
の
沢
庵
の
項
(
第
十
五
回
〜
第
二
十
一
回
、
二
〇
〇
七
・
三
〜
二
〇
〇
七
・
九)
を
参
照
。
(
11)
｢
體
・
｣
は
｢
書
風｣
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
上
田
桑
鳩
(
明
治
三
二
年
―
昭
和
四
三
年
、1899
―1968)
は
｢
作
風
に
対
し
、
書
風
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す｣
(『
書
道
鑑
賞』
創
元
社
、
昭
和
三
十
八
年
、
P.
63)
と
｢
書
風｣
と
｢
作
風｣
の
一
体
性
を
説
い
て
い
る
。
井
島
勉
(1908
―1978)
は
｢
作
家
論
の
要
件｣
(
収
『
書
の
美
学
と
書
教
育』
、
墨
美
社
、
昭
和
三
十
一
年)
で
、｢
作
風
は
、
他
人
の
模
倣
を
許
さ
ぬ
も
の
、
個
人
の
全
く
独
自
な
生
に
根
を
お
ろ
す
も
の｣
と
し
、｢
他
人
の
原
理
(｢
作
風｣
を
指
す
―
引
用
者
注)
に
基
づ
い
て
作
る
模
倣
や
、
制
作
に
先
ん
じ
て
与
え
ら
れ
る
原
型
に
基
づ
い
て
作
る
技
術
と
創
作
や
芸
術
と
は
、
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ｣
と
説
い
て
い
る
。
(
12)
第
三
十
三
則
は
、
学
書
の
理
念
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
〇
蜂
ハ

ヒ
テ
レ

ヲ
而
釀
シレ
蜜
ヲ
、
蠶
ハ

ヒ
テ
レ
桑
ヲ
而
成
スレ
絲
ヲ
。
蓋
シ
變
ジ
テ而

ス
ル
レ
之
ヲ
也
。
學
ブ二
古
人
之
書
ヲ一

モ
、
亦
タ
シ
當
ニ二
咀
シ
テ而
嚼
シレ
之
ヲ
、
變
ジ
テ而

ス
之
ヲ
。
其
レ
然
ル
後
ニ
有
ラ
ン
二
	
胎
換
骨
之
妙
一
。
(
13)
｢
禅
機
と
は
、
突
差
の
場
合
に
の
ぞ
ん
で
、
発
し
て
節せつ
に
中あた
る
禅
的
行
為
を
い
う
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
外
的
事
象
の
去
来
錯
綜
に
対
処
し
て
、
よ
く
そ
の
客
観
的
妥
当
性
を
把
持
造
営
し
て
ゆ
く
禅
的
言
動
を
い
う
。｣
(
市
川
白
弦
著
『
大
慧』
、
収
『
市
川
白
弦
著
作
集
第
一
巻』
、
法
蔵
館
、
平
成
五
年
、
P.
98)
。｢
禅
機
は
単
な
る
観
照
で
は
な
い
。
い
わ
ば
行
為
的
直
観
で
あ
る｣
(
同
、
P.
99)
。
(
14)
｢
不
動
と
申
て
、
石
か
木
か
の
や
う
に
無
性
な
る
義
理
に
て
は
な
く
候
。
向
へ
も
、
左
り
へ
も
右
へ
も
、
十
方
八
方
へ
心
は
動
度
や
う
に
動
き
な
が
ら
、
卒
度
も
止
ら
ぬ
心
を
不
動
智
と
申
候｣
(｢
諸
佛
不
動
智｣
P.
95)
、｢
不
動
明
王
と
申
も
、
人
の
一
心
の
動
か
ぬ
所
を
申
候
。
我
身
を
動
轉
せ
ぬ
事
に
て
候
。
動
轉
せ
ぬ
と
は
、
物
毎
に
留
ぬ
こ
と
に
て
候
。
物
一
目
見
て
其
心
を
止
ぬ
を
不
動
と
申
し
候｣
(
同
右)
。
(
15)
“The
proof
of
the
pudding
is
in
the
eating.”
エ
ン
ゲ
ル
ス
著
『
空
想
か
ら
科
学
へ
の
社
会
主
義
の
発
展』
の
｢
一
八
九
二
年
イ
ギ
リ
ス
語
版
序
文｣
は
こ
の
こ
と
わ
ざ
を
、
不
可
知
論
に
対
す
る
批
判
の
文
脈
の
中
で
用
い
て
い
る
。
(
16)
『
荘
子』
内
篇
｢
応
帝
王
第
七｣
に
、


し
ゅ
く
と
忽こつ
に
よ
っ
て
日
に
一
竅
ず
つ
を
鑿
た
れ
て
、｢
七
日
に
し
て
渾
沌
死
す｣
と
あ
る
。
(
17)
断
る
ま
で
も
な
く
、｢
初
心
の
位｣
と
｢
不
動
智
の
位｣
と
で
は
決
定
的
な
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
両
者
の
ち
が
い
に
つ
い
て
の
次
の
説
明
を
紹
介
し
て
お
く
。｢
一
向
の
愚
痴
の
凡
夫
は
、
始
か
ら
知
恵
が
な
い
ほ
ど
に
、
知
恵
が
万
事
出
ぬ
也
。
至
る
人
は
知
恵
が
不
ルレ
入(
ラ)程
に
知
恵
が
所
作
へ
不
レ
出
也
。
万
事
の
所
作
に
知
覚
分
別
が
な
く
成
て
、
初
の
凡
夫
の
様
に
成
て
心
を
捨
き
ら
ぬ
は
上
手
に
て
有
ま
じ
き
也
。
至
極
し
た
る
道
に
は
知
恵
を
捨
る
な
り
。｣
(
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
『
不
動
智』
、
注
(
９)
の
佐
藤
論
文
P.
37)
(
18)
｢
分
布｣
は
分
間
布
白
ぶ
ん
か
ん
ふ
は
く
、
点
画
の
構
成
法
。｢
初
め
て
分
布
を
學
ぶ
が
如
き｣
は
、
学
書
の
第
一
段
階
と
し
て
｢
分
布｣
を
特
出
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
執
筆
法
や
用
筆
法
・
運
筆
法
を
学
ぶ
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
く
、｢

正｣
｢
險
｣
は
字
勢
・
用
筆
・
書
風
を
含
め
た
、
書
の
表
現
の
総
体
に
か
か
わ
る
評
語
と
理
解
し
て
よ
い
。｢

正
(
ａ)｣
か
ら
｢
險
｣
へ
、｢
險
｣
か
ら
｢

正
(
ｂ)｣
へ
の
進
展
が
｢
一
變｣
で
、
内
容
が
異
質
な
も
の
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
(｢
一｣
二
三
は
す
べ
て
、
す
っ
か
り
の
義)
。｢
分｣
は
分
際
・
分
限
の
意
で
、｢
其
の
分
を
極
む｣
は
分
限
内
の
事
に
習
熟
し
尽
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
習
熟
が
、
限
界
を
突
き
破
っ
て
質
的
転
換
を
実
現
す
る
前
提
と
な
る
。
そ
れ
故
、
論
理
的
に
言
え
ば
、｢
其
の
分
を
極
む｣
こ
と
に
よ
っ
て
、｢
時
に
然
す
な
は
ち
一
變
す｣
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
(
19)
後
文
に
｢
夷
險
い
け
ん
の

じ
ゃ
う
に

し
、

變
け
ん
ぺ
ん
の

を
體たい
す
れ
ば｣
、
全
て
は
宜
よ
ろ
し
き
に
か
な
う
と
説
い
て
い
る
。｢
夷
險
の
｣
は
｢
夷
(

正)｣
と
｢
險
(
險
)｣
の
実
情
・
実
際
、｢

す｣
は
通
達
し
極
め
る
、｢

變
の
｣
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
も
臨
機
応
変
に
対
処
し
て
誤
ら
な
い
方
法
・
原
則
、｢
體
す｣
は
そ
れ
を
技
法
力
と
し
て
体
現
す
る
こ
と
。｢

變
の

を
體
す｣
こ
と
は
、
表
現
の
自
在
性
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
｢

正｣
・｢
險
｣
の
書
法
の
｢
分
を
極
め｣
て
、｢
夷
險
の

に

す｣
る
必
要
が
あ
る
。
(
20)
楠
山
春
樹
｢
我
観
老
子
の
思
想｣
(
収
『
老
子
の
人
と
思
想』
、
汲
古
書
院
、
平
成
十
四
年)
に
、｢
徳｣
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
―
｢
徳｣
と
は
、
目
に
見
え
な
い
形
而
上
の
は
た
ら
き
で
あ
る
｢
道｣
が
、
形
而
下
の
現
象
世
界
に
形
跡
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
さ
ま
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
般
に
｢
徳
は
得
な
り｣
と
い
う
が
、
老
子
の
い
う
｢
徳｣
と
は
、
無
為
自
然
の
｢
道｣
の
在
り
方
が
人
に
具
わ
っ
た
状
態
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
｢
道｣
を
体
得
し
た
人
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。(
P.
170)
楠
山
の
｢
我
観
老
子
の
思
想｣
は
、『
老
子』
の
思
想
を
要
領
よ
く
且
つ
平
易
に
解
説
し
た
も
の
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。
(
21)
｢
嬰
兒｣
は
｢
無
知
無
欲
、
原
始
素
朴
の
象
徴｣
、｢
樸｣
は
｢
伐
採
さ
れ
た
ば
か
り
で
用
途
の
定
ま
ら
な
い
木
材
を
い
う
。
原
始
素
朴
の
象
徴｣
(
楠
山
・
同
前
、
P.
127)
。
(
22)
第
四
十
二
章
に
、｢
萬
物
は
陰
を
負お
ひ
陽
を
抱いだ
き
て
、
沖
ち
ゅ
う(
)
氣き
以
て
和
を
爲
す｣
と
あ
り
、｢
和｣
を
実
現
し
て
あ
る
の
が
万
物
の
本
来
的
な
在
り
方
で
あ
る
と
す
る
。
(
23)
楠
山
・
前
掲
論
考
は
、｢
雌し
・
牝ひん｣
(
女
性)
は
、
剛
強
で
あ
る
｢
雄
・
牡ぼ｣
(
男
性)
に
対
し
て
柔
弱
謙
下
の
象
徴
で
あ
る
(
P.
172)
と
す
る
。｢
柔
弱
謙
下
じ
ゅ
う
じ
ゃ
く
け
ん
か｣
は
『
老
子』
の
説
く
処
生
訓
で
、『
老
子』
は
｢
柔
弱｣
を
｢
道｣
に
か
な
っ
た
あ
り
方
と
説
く
(｢
弱
は

の
用
(
は
た
ら
き)
｣
、
第
四
十
章)
。
柔
弱
謙
下
を
最
も
よ
く
象
徴
す
る
も
の
は
｢
水｣
で
あ
る
が
、
第
八
章
に
は
次
の
よ
う
に
説
く
。｢
上
善
じ
ょ
う
ぜ
ん
は
水
の
若ごと
し
。
水
は
善
く
萬
物
を
利
し
て
、
而しか
も
爭
あ
ら
そ
は
ず
、
衆
し
ゅ
う
人じ
ん
の
惡にく
む
所
に
處お
る
。
故
に

に
幾ちか
し｣
。
(
24)
大
濱
皓
著
『
中
国
的
思
惟
の
伝
統』
(
勁
草
書
房
、
一
九
六
九
年)
は
、｢
雄
と
雌
を
包
越
し
た
雌
、
高
次
元
の
雌｣
(
P.
81)
と
規
定
す
る
。｢
雄｣
(
男
性
、
陽
、
積
極
的
・
剛
強
な
る
も
の)
で
は
な
く
、｢
雌｣
(
女
性
、
陰
、
積
極
的
・
柔
弱
な
る
も
の)
を
選
び
と
る
所
に
、『
老
子』
の
思
想
の
特
質
が
あ
る
。
第
七
十
八
章
｢
天
下
莫
シ三
柔
	
ナ
ル
ハ
二
於
水
ヨ
リ
一
、
而
シ
テ攻
ム
ル
二
堅
強
ヲ一


、
莫
シ二
之
ニ
能
ク
勝
ツ一
、
以テ
ナ
リ
三
其
ノ
無
キ
ヲ
二
以
テ
フ
ル
モ
ノ
易

之
ニ
。
	
之
勝
チレ
強
ニ
、
柔
之
勝
ツ
コ
ト
レ
剛
ニ
、
天
下
莫
キ
モ
レ
不
ルレ
知
ラ
、
莫
シ二
能
ク
行
フ
モ
ノ
一
。｣
参
照
。
(
25)
｢
嬰
児
に
か
え
る
こ
と
は
、
人
間
本
来
の
す
が
た
に
か
え
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
本
来
の
す
が
た
は
道
を
逸
脱
し
な
い
す
が
た
、
道
の
ま
ま
の
す
が
た
で
あ
る
。
そ
れ
は
子
供
に
逆
も
ど
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
一
度
成
人
し
た
も
の
は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
子
供
に
逆
も
ど
り
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
大
人
の
究
極
に
お
い
て
、
無
心
無
欲
に
な
っ
た
す
が
た
が
、
嬰
児
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
老
子
は
嬰
児
に
か
え
る
こ
と
こ
そ
人
間
の
当
為
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
嬰
児
は
人
間
の
か
え
る
べ
き
す
が
た
と
し
て
、
究
極
の
規
範
で
あ
り
道
で
あ
っ
た
。｣
(
大
濱
皓
著
『
老
子
の
哲
学』
、
頸
草
書
房
、
一
九
六
二
年
、
P.
203)
。
ま
た
、｢
嬰
兒
に
復
歸
す
る
こ
と
は
精
神
的
肉
体
體
的
に
赤
子
に
逆
も
ど
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
老
成
の
極
、
無
智
無
欲
素
朴
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
復
歸
は
進
展
で
あ
る
。｣
(
同
『
中
國
古
代
の
論
理』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
、
P.
59)
。｢
復
歸｣
を
｢
進
展｣
と
二
四
理
解
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
(
26)
『
書
譜』
の
｢
復
歸

正｣
を
、
福
永
光
司
の
注
解
(
収
『
中
国
文
明
選
14
芸
術
論
集』
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
六
年)
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
注
解
書
が
、｢
復ま
た
平
正
に
帰
る｣
と
訓
読
し
て
い
る
が
、
賛
成
し
が
た
い
。
ま
た
田
邊
萬
平
著
『
書
譜』
(
日
本
習
字
協
会
、
一
九
六
八
年)
は
[
平
正
↓
険
絶
↓
平
正]
を
、｢
辧
証
法
的
発
展
を
謂
っ
た
も
の
で
あ
る｣
と
し
、｢
復
た
平
正
に
帰
す｣
の
｢
後
期
の
平
正｣
を
｢
相
対
す
る
二
つ
を
止
揚
し
た
高
次
の
平
正
で
あ
る｣
と
理
解
す
る
(
P.
167)
。
田
邊
が
｢
辧
証
法｣
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、｢
弁
証
法
を
対
立
の
統
一
で
あ
る
と
か
、
正
・
反
・
合
の
三
段
階
式
発
展
で
あ
る
と
し
て
形
式
的
な
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
、
実
は
弁
証
法
の
精
神
そ
の
も
の
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る｣
(
中
林
肇
著
『
弁
証
法』
、
中
公
新
書
、
昭
和
四
十
八
年
、
P.
57)
と
い
う
指
摘
は
心
に
留
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
27)
『
老
子』
第
四
十
五
章
に
、｢
大
成
ハ
若
シレ
缺ケ
タ
ル
ガ、
其
ノ
用
不
レ
弊
ヒ
ヘ。
大
盈
ハ
若
シレ
沖
ナ
ル
ガ
(
)
、
其
ノ
用
不
レ
窮
マ
ラ。
大
直
ハ
若
クレ
屈
ス
ル
ガ、
大
巧
ハ
若
クレ
拙
ナ
ル
ガ、
大
辯
ハ
若
シレ
訥
ナ
ル
ガ。
躁
ハ
勝
チレ
寒
ニ
、
靜
ハ
勝
ツ
レ
熱
ニ
。
靜
ハ
爲
リ二
天
下
ノ
正
一｣
と
あ
る
。
劉
熙
載
は
、
鐘

し
ょ
う
よ
う
の
書
に
関
し
て
、｢
其
の
書
の
、
大
巧
は
拙
な
る
が
若ごと
き
は
、
後
人

お
よ
ぶ
な
し｣
(『
書
概』)
と
言
う
。
(
28)
『
論
語』
・
衛
霊
公
第
十
五
に
、｢
子
曰
く
、
無
爲
に
し
て
治
ま
る

は
、
其
れ
舜
し
ゅ
ん
か
。
夫
れ
何
を
か
爲な
さ
ん
や
。
己
お
の
れ
を
恭
う
や
う
やし
く
し
て
正ただ
し
く
南
面
な
ん
め
ん
す
る
の
み｣
と
あ
る
よ
う
に
、
道
家
だ
け
で
は
な
く
、
儒
家
も
｢
無
為
の
治｣
を
理
想
と
し
て
掲
げ
る
。
儒
家
の
｢
天
人
合
一｣
思
想
も
、｢
天
・
道｣
と
の
一
体
化
を
説
く
点
に
お
い
て
、｢
復
帰｣
の
思
想
と
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
(
後
に
｢
復
性｣
が
儒
家
の
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る)
。
劉
熙
載
は
儒
者
で
あ
る
が
、
六
経
り
く
け
い
(
経
学)
の
み
で
な
く
、
子
(
諸
子)
・
史
(
歴
史)
・
仙
家
(
道
教)
・
釈
家
(
仏
教)
に
も
通
暁
し
て
い
た
。『
清
史
稿』
巻
四
百
八
十
(｢
列
伝｣
二
百
六
十
七)
・｢
儒
林
一｣
に
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
楠
山
春
樹
｢
道
家
に
お
け
る
無
為
の
思
想｣
(
収
『
道
家
思
想
と
道
教』
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
年)
参
照
。
(
29)
｢
と
ら
わ
れ｣
と
は
、
何
か
に
規
制
さ
れ
縛
ら
れ
て
い
る
心
の
あ
り
よ
う
を
い
う
。
地
位
・
名
誉
・
富
(
金
銭)
・
こ
と
ば
(
概
念)
・
思
想
・
道
徳
意
識
等
々
、
根
底
的
に
は
｢
自
我
(
意
識)｣
が
私
た
ち
を
内
的
に
規
制
し
て
い
る
。
(
30)
｢
任
運
に
ん
ぬ
ん｣
は
｢
造
化｣
の
は
た
ら
き
(｢
宇
宙
の
大
き
な
ハ
タ
ラ
キ｣)
に
任まか
せ
る
こ
と
。

居
士
の
師
、
馬
祖
道
一
ば
そ
ど
う
い
つ
(
709
〜788
)
の
こ
と
ば
に
、｢
時
に
隨
っ
て
著
衣
喫
飯
じ
ゃ
く
え
き
っ
ぱ
ん
し
、
…
…
、
任
運
に
ん
ぬ
ん
に
時
を
過
す｣
(『
景
徳
伝
燈
録』)
と
あ
る
。
馬
祖
は
こ
れ
を
一
言
で
｢
平
常
心
び
ょ
う
じ
ょ
う
し
ん、
是こ
れ
道
(
さ
と
り)
な
り｣
(
同)
と
も
言
っ
て
い
る
。｢
無
我｣
に
徹
し
た
｢
無
心｣
の
日
常
生
活
、｢
善
悪
、
美
醜
、
喜
怒
、
哀
楽
の
渦
中｣
に
あ
っ
て
、
｢
取
捨
に
迷
わ
ず
、
是
非
に
執
着
せ
ず
、
随
所
に
主
と
な
っ
て
生
き
る｣
(
柴
山
全
慶
著
『
無
門
関
講
話』
、
創
元
社
、
昭
和
五
十
二
年
、
P.
230)
、
そ
こ
に
｢
道
(
さ
と
り)｣
の
は
た
ら
き
(｢
神
通
と
妙
用｣)
が
あ
る
。
(
31)
市
川
白
弦
著
『
禅
の
基
本
的
性
格』
(
収
『
市
川
白
弦
著
作
集
第
一
巻』)
に
次
の
指
摘
が
見
え
る
。｢
無
分
別
の
一
境
が
、
す
べ
て
の
牛
が
黒
く
な
る
無
差
別
の
同
一
で
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
か
と
い
っ
て
無
意
識
の
意
識
と
い
っ
た
や
や
こ
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
も
、
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る｣
、｢
す
で
に
関
心
的
分
別
の
桶
底
つ
う
て
い
を
打
破
し
て
、
無
関
心
の
爽
明
に
通
路
の
ひ
ら
け
た
分
別
で
あ
り
、
知
的
直
感
だ
か
ら
で
あ
る
。
分
別
し
な
が
ら
も
分
別
に
な
ず
む
こ
と
が
な
い
、
し
た
が
っ
て
分
別
の
痕あと
を
の
こ
さ
ぬ
、『
夢
中
夢
む
ち
ゅ
う
ゆ
め
を
説
く』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
没
縦
跡
も
っ
し
ょ
う
せ
き(
こ
だ
わ
り
、
未
練
の
影
な
き)
の
分
別
で
あ
る
。｣
(｢
第
十
章
分
別
と
無
分
別
と
に
つ
い
て｣
P.
76)
。
二
五
(32)
｢
生
命
の
リ
ズ
ム｣
は
、
西
田
幾
多
郎
が
｢
書
の
美｣
(
収
『
西
田
幾
多
郎
全
集』
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年)
で
用
い
て
い
る
語
。
(
33)
｢
こ
の
世
で
自
ら
を
島
と
し
、
自
ら
を
た
よ
り
と
し
て
、
他
人
を
た
よ
り
と
せ
ず
、
法
を
島
と
し
、
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
他
の
も
の
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
せ
ず
に
あ
れ｣
(
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
最
後
の
旅
―
大
パ
リ
ニ
ッ
バ
ー
ナ
経
―』
、
岩
波
文
庫
、
P.
63)
と
い
う
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
タ
の
教
え
が
示
す
よ
う
に
、
仏
教
は
｢
独｣
を
尊
ぶ
。
初
期
仏
教
の
経
典
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ』
(
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば』
、
岩
波
文
庫)
で
は
、
第
45
詩
を
除
い
て
、
第
35
詩
か
ら
第
75
詩
の
四
十
詩
に
お
い
て
｢
犀
の
角
の
よ
う
に
た
だ
独
り
歩
め｣
の
句
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
禅
に
お
い
て
は
、
唐
・
永
嘉
よ
う
か
玄
覚
げ
ん
か
く
(675
―713)
の
作
と
さ
れ
る
『
証
道
歌』
に
、｢
常
に
獨ひと
り
行
き
、
常
に
獨
り
歩
む
。
達
者
同
じ
く
遊
ぶ
涅
槃
の
路｣
と
あ
り
、
唐
・
百
丈
ひ
ゃ
く
じ
ょ
う懐え
海かい
(720
―814)
の
こ
と
ば
に
｢
獨
坐
ど
く
ざ
大
雄
峯
た
い
ゆ
う
ほ
う｣
が
あ
る
。『
無
門
関』
第
一
則
｢
趙
州
狗
子
ち
ょ
う
し
ゅ
う
く
す｣
の
、
無
門
慧
開
の
｢
評
唱｣
に
、｢
仏ぶつ
に
逢お
う
て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
う
て
は
祖
を
殺
し
、
生
死
し
ょ
う
じ
の
岸
頭
に
あ
っ
て
大
自
在
だ
い
じ
ざ
い
を
得え
、
六
道
四
生
り
く
ど
う
し
し
ょ
う
の
こ
の
迷
い
の
世
界
に
生
き
て
遊
戯
三
昧
ゆ
げ
ざ
ん
ま
い
の
境
涯
を
生
き
る｣
と
あ
る
が
、
禅
の
｢
獨｣
は
、
二
元
的
分
別
の
主
体
で
あ
る
｢
わ
れ｣
が
脱
落
し
た
、｢
生
命
の
実
物
と
し
て
の
自
己｣
の
端
的
な
は
た
ら
き
そ
の
も
の
を
い
う
。
内
山
興
正
著
『
生
命
の
実
物』
(
柏
樹
社
、
昭
和
五
十
四
年
、
改
訂
増
補
版)
参
照
。
(
34)
柴
山
全
慶
著
『
無
門
関
講
話』
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
｢
大
道｣
と
は
｢
至
道｣
で
あ
り
、｢
妙
道｣
で
あ
り
、
禅
の
真
髄
の
こ
と
で
あ
る
。
名
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
る
と
し
て
も
、
根
源
的
な
た
だ
一
つ
の
真
実
は
永
遠
に
不
変
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
道
に
は
門
は
無
い
。
門
が
無
い
ゆ
え
に
、
前
に
あ
る
か
と
思
え
ば
、
た
ち
ま
ち
後
ろ
に
あ
る
。
天
地
に
い
っ
ぱ
い
な
の
で
あ
る
。
(
中
略)
ど
こ
か
ら
で
も
自
由
に
入
れ
。
四
方
八
面
開
け
放
し
で
、
門
は
無
い
。
い
や
、
門
が
無
い
か
ら
大
道
と
言
う
の
で
あ
る
。
入
る
も
入
ら
ぬ
も
、
そ
の
よ
う
な
沙
汰
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
｢
千
差
路
有
り｣
な
の
で
あ
る
。
門
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
べ
て
が
そ
の
ま
ま
｢
這
箇
し
ゃ
こ｣
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
無
限
の
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
立
て
ば
立
っ
た
そ
の
処
が
道
で
あ
る
。
坐
れ
ば
坐
っ
た
そ
の
処
が
道
で
あ
る
。
…
…
｢
魚
は
水
中
に
あ
っ
て
水
を
知
ら
ず｣
と
古
い
こ
と
わ
ざ
は
言
う
。
す
べ
て
の
人
が
大
道
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
、
い
か
に
明
白
な
事
実
で
あ
ろ
う
と
も
、
も
し
そ
の
真
実
を
自
覚
し
得
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
そ
こ
に
無
門
の
門
が
厳
然
と
し
て
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
禅
匠
た
ち
は
、
改
め
て
、
無
門
の
門
を
透
過
せ
よ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
第
二
義
的
立
場
の
立
っ
て
、
無
門
禅
師
は
｢
こ
の
関
を
透
得
せ
ば
、
乾
坤
に
独
歩
せ
ん｣
と
提
言
す
る
の
で
あ
る
。(
P.
36
〜
38)
な
お
、
梧
竹
が
海
老
塚
量
正
(
的
傅
の
父
君)
と
と
も
に
参
禅
し
た
今
北
洪
川
い
ま
き
た
こ
う
せ
ん
(
文
化
十
三
年
〜
明
治
二
十
五
年
、1816
〜1892)
の
著
『
禅
海
ぜ
ん
か
い
一
瀾
い
ち
ら
ん』
(
明
治
九
年
初
版)
の
｢
編
述
例
言｣
に
、｢
大

は
心
に
求
め
よ
。
外
に
求
む
る
こ
と
勿
れ
。
我
が
心
體
の
妙
用
は
直
ち
に
我
が
大

な
り
。
儒
佛
の
差
別
を
挾
む
こ
と
勿
れ
。
古
人
唯
だ
主
人
公
と
喚
ぶ
。
以
て
知
る
可
き
の
み
。｣
(
岩
波
文
庫
、
P.
13)
と
あ
る
。
(
35)
語
句
の
出
典
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
特
に
漢
文
を
解
釈
す
る
に
当
っ
て
重
要
な
仕
事
と
な
る
。
例
え
ば
、｢
非
ザ
レ
バ
下
得
テ二
其
ノ
門
ヲ一
而
入
ル
ニ
上
、
則
チ
不
ルレ
能
ハレ
入
ル
也｣
も
、
孔
子
の
偉
さ
を
｢
宮
牆
き
ゅ
う
し
ょ
う
｣
に
譬
え
た
、
弟
子
の
子
貢
の
次
の
語
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
二
六
夫
子
ふ
う
し
の
牆
し
ょ
う
は
數
仭
す
う
じ
ん
、
其
の
門
を
得
て
入
ら
ざ
れ
ば
、
宗
廟
そ
う
び
ゃ
う
の
美
・
百
官
の
富ふ
を
見
ず
。
其
の
門
を
得
る

は
、
或ある
ひ
は
寡すく
な
し
。(『
論
語』
・｢
子
張
第
十
九｣)
さ
ら
に
、
右
の
『
論
語』
の
語
を
ふ
ま
え
て
、
孫
過
庭
『
書
譜』
に
、
嗟あ
乎あ
、
其
の
門
に
入
ら
ざ
れ
ば
、
あ
に
其
の
奥あう
を
窺
う
か
が
ふ

な
ら
ん
や
。
と
あ
る
。｢
奥｣
は
｢
宗
廟
の
美
・
百
官
の
富｣
を
う
け
て
、
奥
境
の
意
を
示
す
。
右
の
『
論
語』
と
『
書
譜』
の
句
を
ふ
ま
え
て
、｢
得
テ二
其
ノ
門
ヲ一
而
入
ル｣
を
解
釈
す
れ
ば
、
｢
入
る｣
べ
き
｢
書
｣
は
単
に
毛
筆
に
よ
っ
て
文
字
を
美
し
く
書
く
方
法
・
技
法
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、｢
奥｣
の
意
を
含
ん
だ
｢
書
｣
即
ち
書
の
奥
境
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
く
る
。
勿
論
、｢
書
｣
は
｢
大

無
門｣
の
｢
大
｣
を
う
け
た
語
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
前
提
と
な
る
。
(
36)
例
え
ば
服
部
北
蓮
著
『
梧
竹
堂
書
話
講
義』
(
日
本
習
字
普
及
協
会
、
昭
和
四
十
二
年)
は
、『
無
門
関』
の
｢
頌｣
を
ふ
ま
え
て
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
極
め
て
表
面
的
な
解
釈
に
止
ま
っ
て
い
る
。｢
書
道
は
こ
こ
か
ら
入
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
き
ま
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ど
こ
か
ら
入
っ
て
も
よ
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
入
口
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
入
ら
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
。
で
た
ら
め
で
は
な
ら
な
い
。｣
(
P.
27)
(
37)
本
則
で
は
｢
立｣
と
｢
捨｣
が
対
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、｢
捨｣
の
対
義
語
は
｢
取｣
で
あ
る
か
ら
、
本
則
の
｢
立｣
は
｢
取｣
の
義
を
含
ん
で
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
。
そ
れ
故
｢
一
法
を
立
て
る｣
こ
と
は
、
多
く
の
書
法
の
中
か
ら
、
或
る
書
法
を
取
り
あ
げ
て
特
立
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
(
38)
第
三
十
三
則
は
、
学
書
の
理
念
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
〇
蜂
ハ

ヒ
テ
レ
花
ヲ
而
醸
シレ
蜜
ヲ
、
蠶
ハ
食
ヒ
テ
レ
桑
ヲ
而
成
スレ
絲
ヲ
。
蓋
シ
變
ジ
テ而

ス
ル
レ
之
ヲ
也
。
學
ブ二
古
人
之
書
ヲ一

モ
、
亦
タ
シ當
ニ二
咀
シ
テ而
嚼
シレ
之
ヲ
、
變
ジ
テ而

ス
之
ヲ
。
其
レ
然
ル
後
ニ
有
ラ
ン
二

胎
換
骨
之
妙
一
。
(
39)
『
臨
済
録』
示
衆
十
二
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
仏
法
は
特
別
な
努
力
な
ど
い
ら
な
い
。
た
だ
当
り
前
に
、
事
を
構
え
る
こ
と
な
く
、
大
小
便
を
し
た
り
、
服
を
着
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
疲
れ
た
ら
横
に
な
っ
て
休
む
だ
け
の
こ
と
だ
。
…
…
ど
ん
な
処
で
も
	
主
人
公
	
を
打
ち
出
し
て
い
け
れ
ば
、
立
っ
て
い
る
処
が
全
て
真
実
な
の
だ
。
(
40)
｢
捜
尽
奇
峰
打
草
稿
巻｣
(
一
九
六
一
年
、
石
濤
五
十
歳)
の
｢
後
跋｣
の
一
文
。
な
お
引
用
は
中
村
茂
夫
著
『
石
濤
―
人
と
藝
術』
(
東
京
美
術
、
昭
和
六
十
年)
の
書
き
下
し
文
(
P.
104)
に
よ
る
。
(
41)
山
本
暁
雨
著
『
梧
竹
堂
書
話
釈
解』
(
青
柳
堂
、
昭
和
五
十
一
年)
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。｢
…
…
単
な
る
無
法
で
も
な
く
、
単
な
る
有
法
で
も
な
い
、
し
か
も
無
法
で
あ
り
、
有
法
で
あ
る
と
い
う
こ
の
第
三
の
立
場
は
、
論
理
的
に
云
え
ば
、
中
山
博
士
の
所
謂
矛
盾
的
相
即
の
立
場
で
あ
る
。
無
我
の
境
地
で
あ
り
、
悟
得
の
境
地
で
あ
る
。
こ
れ
を
神
に
し
て
化
す
る
と
い
う
。
い
わ
ば
自
己
と
絶
対
者
と
の
矛
盾
的
相
即
の
境
地
で
あ
る
。
さ
ら
に
云
え
ば
、
自
己
と
絶
対
者
と
の
不
二
の
境
地
で
あ
る
。
そ
れ
は
書
道
の
極
意
に
達
し
た
境
地
で
あ
り
、
凡
俗
の
容
易
に
乃
び
難
い
も
の
で
あ
る
。
達
人
と
い
う
人
達
は
、
身
を
も
っ
て
之
を
証
す
る
に
至
っ
た
人
々
で
あ
る
。｣
(
P.
３)
。
こ
う
い
う
文
章
は
、
私
の
ご
と
き
｢
凡
俗｣
に
と
っ
て
は
理
解
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
｢
矛
盾
的
相
即｣
の
熱
病
病
み
の
う
わ
言ごと
と
し
か
聞
こ
え
な
い
。
山
本
の
｢
解
説｣
に
対
し
て
は
、
市
川
白
弦
の
次
の
指
摘
を
対
置
し
て
お
こ
う
。
｢
禅
語
に
は
『
見
て
見
ず
、
聞
て
聞
か
ず』
な
ど
と
い
う
類
の
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
矛
盾
の
自
己
同
一
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
語
呂
を
弄
ぶ
言
葉
の
遊
び
で
あ
る
。『
妄
念
を
去
っ
て
じ
か
に
見
、
じ
か
に
聞
く』
と
言
い
換
え
す
・
・
・
・
れ
ば
、
ハ
ッ
キ
リ
し
て
問
題
は
な
い
。｣
(『
禅
の
基
本
的
性
格』
、
P.
71)
二
七
｢弁
証
法
の
考
え
方
は
、
普
通
の
考
え
か
た
を
い
わ
ば
特
殊
の
技
巧
で
背
中
合
せ
に
重
ね
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
普
通
の
考
え
か
た
で
わ
か
ら
ぬ
も
の
が
、
弁
証
法
で
わ
か
る
は
ず
が
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
方
法
に
よ
ら
ず
と
も
、
ご
く
手
近
な
普
通
の
論
理
で
裁さば
き
が
つ
く
の
で
あ
る
。｣
(
同
、
P.
71)
｢
私
の
部
屋
に
、
子
供
が
置
き
去
り
に
し
た
『
阿
亀
お
か
め
の
面めん』
が
あ
る
。
こ
れ
を
表
か
ら
見
れ
ば
膨
れ
あ
が
っ
て
お
り
、
裏
か
ら
み
れ
ば
凹へこ
ん
で
い
る
、
凸
に
し
て
凹
、
凹
に
し
て
凸
、
有
に
し
て
無
、
無
に
し
て
有
、
し
か
も
同
一
の
阿
亀
で
あ
る
。
弁
証
法
は
そ
れ
『
阿
亀
の
面』
で
あ
る
か
。(
同
、
P.
72)
(
42)
原
富
男
著
『
現
代
語
訳
老
子』
(
春
秋
社
、
一
九
六
四
年)
P.
66
。
(
43)
同
右
、
P.
54
。
(
44)
第
五
十
七
章
に
も
｢
故
聖
人
云
フ
、
我
無
爲
ニ
シ
テ而
民
自
ラ

シ
、
我
好
ミ
テ
レ
靜
ヲ
而
民
自
ラ
正
シ
、
我
無
事
ニ
シ
テ而
民
自
ラ
富
ミ
、
我
無
欲
ニ
シ
テ而
民
自
ラ
樸
ナ
リ。｣
と
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
端
的
に
｢
爲
レ
バ
二
無
爲
一
、
則
チ
無
シレ
不
ルレ
治
ラ｣
と
言
う
。
(
45)
山
下
静
雄
著
『
周
易
十
翼
の
成
立
と
展
開』
(
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
年)
P.
228
。
(
46)
｢
無
為｣
は
道
家
の
思
想
で
あ
る
が
、
儒
家
も
｢
無
為｣
の
徳
治
を
説
く
。
張
岱
年
(
宇
同)
は
、『
論
語』
・｢
衛
霊
公
第
十
五｣
の
、｢
子
曰
く
、
無
爲
に
し
て
治
ま
る
者
は
、
其
れ
舜
な
る
か
。
夫
れ
何
を
か
爲
さ
ん
や
。
己
お
の
れ
を
恭
う
や
う
やし
く
し
て
正
し
く
南
面
な
ん
め
ん
す
る
の
み
。｣
を
引
い
て
、｢
無
為
の
観
念
は
、
実
は
孔
子
に
始
ま
る
。
た
だ
孔
子
の
無
為
思
想
は
、
道
家
と
異
な
る
。
道
家
は
純
然
た
る
無
為
だ
が
、
孔
子
は
有
為
に
よ
る
無
為
で
あ
る
。
有
為
の
極
限
と
し
て
、
も
は
や
力
を
使
う
必
要
が
な
く
な
り
、
更
に
無
為
の
境
地
に
な
る
の
で
あ
る
。｣
と
指
摘
す
る
、(
宇
同
著
・
澤
田
多
喜
男
訳
『
中
国
哲
学
問
題
史
下
冊』
、
八
千
代
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
、
P.
258)
。
山
室
三
良
著
『
儒
教
と
老
荘
―
中
国
古
代
に
お
け
る
人
文
と
超
人
文
―』
(
明
徳
出
版
社
、
昭
和
四
十
一
年)
は
、｢
中
国
の
基
礎
体
験
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の｣
を
ふ
ま
え
て
、
儒
教
と
老
荘
思
想
の
｢
内
的
聯
開
性｣
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
楠
木
春
樹
｢
儒
家
に
お
け
る
無
為
の
思
想｣
(
収
『
道
家
思
想
と
道
教』
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
年)
は
、
儒
家
に
お
い
て
｢
徳
治
を
無
為
と
す
る
思
想｣
が
成
立
す
る
時
代
を
秦
・
漢
代
に
想
定
し
、
秦
・
漢
代
に
お
け
る
帝
王
権
力
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
そ
の
意
義
を
考
察
し
て
い
る
。
(
47)
｢
無
法
而
有
法｣
は
、｢
無
法｣
と
｢
有
法｣
を
｢
而｣
が
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
｢
而｣
は
順
接
の
接
続
関
係
を
示
し
、｢
無
法｣
が
｢
有
法｣
の
条
件
あ
る
い
は
原
因
、｢
有
法｣
は
｢
無
法｣
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
｢
無
法
で
あ
る
か
ら
(
あ
る
が
故
に)
、
有
法
で
あ
る｣
の
意
を
表
し
て
い
る
。
何

士
編
『
古
代

虚

典』
(
北
京
・
語
文
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)
P.
106
参
照
。
(
48)
｢
筆
理｣
は
、
筆
鋒
が
活い
き
て
働
く
用
筆
法
(
活
法)
の
理
で
、
特
に
鋒
先
が
利き
い
て
い
る
か
否
か
を
一
つ
の
目
安
と
考
え
て
よ
い
。
筆
理
は
、｢
妙
機｣
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、｢
練
筆｣
の
徹
底
に
よ
っ
て
の
み
習
得
さ
れ
う
る
。
(
49)
福
永
光
司
の
『
画
語
録』
(
収
『
中
国
文
明
選
14
・
芸
術
論
集』)
が
｢
知
識｣
と
解
す
る
の
は
不
可
。
中
村
茂
夫
著
『
石
濤
―
人
と
藝
術』
が
、｢
禅
宗
の
思
想
の
基
底｣
に
あ
る
｢
唯
識
哲
学
の
八
識
説｣
の
｢
識｣
と
す
る
解
釈
(
P.
155
参
照)
を
と
る
。
(
50)
『
荘
子』
内
篇
｢
逍
遙
遊
第
一｣
に
｢
至
人
は
己
お
の
れ
無
く
、
人
は
功
無
く
、
聖
人
は
名
無
し｣
と
あ
り
、｢
応
帝
王
第
七｣
に
｢
至
人
の
心
を
用もち
ふ
る
は
鏡
か
が
み
の
若ごと
く
、
將おく
ら
ず

む
か
へ
ず
、
應おう
じ
て
藏ざう
せ
ず｣
と
あ
る
。
ま
た
外
篇
｢
知
北
遊
第
二
十
二｣
に
、｢
天
地
は
大
美
た
い
び
有
り
て
言
は
ず
、
四
時
し
い
じ
は
明
法
め
い
は
ふ
有
り
て
議
せ
ず
、
萬
物
は
成
理
有
り
て
と
か
ず
。
聖
人
は
天
地
の
美
を
原たづ
ね
て
萬
物
の
理
に

た
つ
す
。
是こ
の
故ゆゑ
に
至
人
は
爲な
す
無
く
、
大
聖
は
作な
さ
ず
。
天
地
に
觀み
る
の
謂いひ
な
り｣
と
あ
り
、｢
田
子
方
第
二
十
一｣
に
、
二
八
｢
至し
美び
を
得え
て
至
樂
し
ら
く
に

ぶ
、
之これ
を
至
人
と
謂
ふ｣
等
と
あ
る
。
(
51)
『
荘
子』
外
篇
｢
知
北
遊
第
二
十
二｣
に
、｢
至
言
し
げ
ん
は
言
を
去さ
り
、
至し
爲ゐ
は
爲
を
去
る｣
と
あ
り
、｢
至
楽
篇
第
十
八｣
に
｢
至
樂
し
ら
く
は
樂たの
し
み
無
く
、
至し
譽よ
は
譽ほま
れ
無
し｣
と
あ
る
。
池
田
知
久
著
『
荘
子
下』
(
学
習
研
究
社
、
一
九
八
六
年)
は
、｢
至
楽
・
至
誉
は
、
誠
(
真
実
・
絶
対)
の
楽
・
誉
。
無
は
、
平
面
的
に
『
な
い』
の
で
は
な
く
、
高
く
越
え
て
い
る
の
意｣
と
注
解
す
る
(
P.
489)
。
(
52)
｢
一
画
章
第
一｣
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
太
古
た
い
こ
に
法
無
し
。
太
樸
散
た
い
ぼ
く
さ
ん
ぜ
ず
。
太
樸
一ひと
た
び
散
じ
て
、
法
立
つ
。
法
は
何なに
に
於お
い
て
立
つ
や
。
一
畫
い
つ
く
わ
く
に
於
い
て
立
つ
。
一
畫
は
、
衆
有
し
ゅ
う
ゆ
う
の
本もと
に
し
て
、
萬
象
ば
ん
し
ょ
う
の
根こん
な
り
。
用
は
た
ら
き
を 

に
見あら
は
し
、
用
き
を
人
に
蔵かく
す
。
而
し
こ
う
し
て
世
人
せ
じ
ん
は
知
ら
ず
。
所ゆ
以ゑ
に
一
畫
の
法
は
、
乃
す
な
は
ち
我
自よ
り
立
つ
。
一
畫
の
法
を
立
つ
る
と
は
、
葢けだ
し
無
法
を
以
て
有
法
を
生
じ
、
有
法
を
以
て
衆
法
を
貫
ぬ
く
な
り
。
解
釈
は
中
村
茂
夫
著
・
前
掲
書
、
P.
139
〜
148
参
照
。
(
53)
康
熙
三
十
年
(
一
六
九
一
年
、
石
濤
五
十
歳)
作
｢
山
水
冊｣
の
題
識
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
…
…
夫
れ
范
々
た
る
大
益
の
中
、
只
一
法
有
る
の
み
。
此
の
一
法
を
得
れ
ば
、
則
ち
往
く
と
し
て
法
に
非あら
ざ
る
は
無
し
(
得
二
此
一
法
一
、
則
無
二
往
非

法)
。
而しか
も
必
ず
拘
拘
然
こ
う
こ
う
ぜ
ん
と
し
て
之
に
名
づ
け
て
法
と
爲
す
。
情
生
ず
れ
ば
則
ち
力
挙あが
る
。
力
挙
が
れ
ば
則
ち
発
し
て
以
て
変
化
規
模
を
爲
す
。
其
の
実
は
本
来
ほ
ん
ら
い
の
一
悟
い
ち
ご
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
遂つひ
に
能
く
変
化
し
て
、
規
模
を
窮きは
む
る
無
し
。｣
(
中
村
茂
夫
著
・
前
掲
書
、
P.
405
〜
406
に
引
用
の
文
に
よ
る
。)
(
54)
参
考
に
中
村
茂
夫
著
・
前
掲
書
、
P.
156
の
解
説
を
引
用
す
る
。
次
の
一
段
は
｢
事
に
経
が
あ
れ
ば
必
ず
権
が
あ
る
よ
う
に
、
法
が
あ
れ
ば
必
ず
化
が
あ
る｣
と
い
い
、
又
｢
一
に
そ
の
経
(
マ
マ)(
法)
を
知
れ
ば
即
ち
そ
の
化
に
功
あ
り｣
と
も
い
う
。
こ
こ
で
は
経
と
権
、
法
と
化
と
を
対
照
し
て
論
を
進
め
て
い
る
。
字
句
を
少
し
注
す
る
と
、
経
は
｢
道
の
常｣
(
左
伝
、
昭
廿
五
年
｢
礼
、
天
之
経
也｣
注
)
、
権
は
｢
経
に
反
す
る
も
道
に
合
う
も
の
な
り｣
(
易

辞
｢
巽
以
行
レ
権｣
の
注)
の
義
で
あ
る
か
ら
、
常
道
と
そ
の
変
化
を
い
う
。
本
文
の
｢
一
知
其
法
、
即
功
於
化｣
の
功
と
は
｢
功
、
利
レ
民
也｣
(
墨
子
経
上)
や
｢
以
レ
労
定
レ
国
、
曰
レ
功｣
(
説
文)
と
あ
る
か
ら
、
上
文
は
、
も
っ
ぱ
ら
経
で
あ
る
一
画
の
法
を
悟
れ
ば
法
の
万
般
の
変
化
を
可
能
に
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
一
画
の
法
は
単
に
固
定
し
た
軌
則
で
は
な
く
、
随
時
随
処
に
変
に
応
じ
て
こ
れ
を
化
す
る
用
は
た
ら
きを
も
含
む
が
、
こ
の
一
画
が
万
法
に
変
化
す
る
と
い
う
意
味
は
、
一
画
と
い
う
禅
的
象
徴
の
証
悟
は
さ
ら
に
進
ん
で
万
象
の
具
体
的
表
現
(
絵
画)
を
仮
り
て
、
こ
れ
を
観
る
も
の
に
そ
の
法
を
示
教
し
化
度
す
る
こ
と
を
い
う
。)
(
55)
晋
・
郭
象
か
く
し
ょ
う(252?
〜312)
は
次
の
よ
う
に
注
解
す
る
。｢
百
體
ひ
ゃ
く
た
い
皆
な

て
き
す
れ
ば
、
則
ち

す
っ
か
り
其
の
身
を
忘
る
る
な
り
。
／
是
非
は

せ
ざ
る
に
生
ず
る
の
み
。
／
あ
ふ
所
に
し
て
安
ん
ず
。
故
に
變へん
じ
・

ふ
所
無
き
な
り
。
／

を
識
る
	
は
、
猶な
ほ
未いま
だ

せ
ざ
る
な
り
。｣
(
56)
佐
藤


太
郎
｢
剣
禅
一
如
沢
庵
『
不
動
と
智
神
妙
禄』
を
読
む
(9)｣
(
収
『
剣
窓』
、
平
成
12
年
７
月)
参
照
。
(
本
学
教
授
、
中
国
哲
学
・
書
論)
二
九
